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消長 ニ關 スル實 驗竝 ニ臨牀 的觀 察

岡山醫科大學泉外科教室(主任泉教授)

醫學士　 山 口 節 郎

[昭和7年6月3日 受稿]

Aus der Chirurgischen Klinik der Medizinischen Universitat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. G. Izumi).

Experimentelle und kliuische Beobachtungen uber die Schwankung 

der Gallensekretion durch perorale Einfuhrung der Galle.

Von

Setsuro Yamaguchi.

Eingegangen am 3. Juni 1932.

Verfasser hatte Gelegenheit, an 3 Fallen von Gallensteinleiden die nach Cholecystoek-

tomie und Choledochotomie hervorgerufene Gallenfistel insbesondere auf die Gallenmenge 
zu beobachten.

Nach Futterung durch perorale Einfuhrung der von der Gallenfistel ausgeschiedenen 

Eigengalle merkte man eine rasche Herabsetzung der Gallenmenge und eine unerwartete 
Fruhheilung der Gallenfistel.

Um die Ursache dieser klinisch interessanten Tatsache eingehender zu untersuchen, 

hat der Verfasser an Haushunden, mit temporaren und permanenten Choledochusfisteln, 
durch perorale Einfuhrung und intraduodenale sowie intrajejunale Einspritzung von 

Eigengalle, durch intraduodenale Einspritzung verschiedener Gifte z. B. Morphin, Cocain, 

Pilocarpin und Adrenalin, die Schwankung der Gallensekretion untersucht.

Aus den Ergebnissen obenerwahnter Versuche, konnte er die merkwurdige, etwas 
anderartige Wirkung der Galle auf die Gallensekretion, d. h. temporare Herabsetzung 

der Gallenausscheidung nur bei intraduodenaler Einfuhruug der Eingengalle in grosser 

Menge, beobachten.
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Daher schliesst der Verfasser folgendermassen: Perorale Einfuhrung der Eigengalle 

bei Gallenfistelpatienten, die durch grossen Gallenverlust an Anamie und Verdauungs-

storung usw. leiden, fordert nicht nur die Heilung der Gallenfistel, sondern heilt auch 

die Anamie und hebt die Verbauungsstorung, wodurch der allgemeine Zustand der 

Patienten immer besser wind. (Autoreferat).
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第1章　 緒 言

生體中最モ重要ナル機能 ヲ有スル臟器ノ一タル肝臟 ノ分泌物 ニシテ且排泄物タル膽汁ガ,其

ノ正常ノ通路タル膽道以外 ノ路ヲ通 リテ體表ニ出ヅル場合ニハ,膽 汁瘻ヲ形成ス,膽 汁瘻ハ其

ノ原因ニヨリテ自然的ニ生ズル場合竝ニ人爲的ニ生ズル場合ニ別 ツヲ得.

而 シテ膽汁瘻 ガ自然的ニ生ズル場合ニモ,膽 道閉塞 ニ因ル膽汁鬱滯ノ隨伴又ハ後現象 トシテ

生ズル場合,又 ハ膽道内結石或ハ異物ノ排出目的ノタメニ生ズル場合即チ個體ニトリテ比較的

有利 ナル場合 ト,一 方ニ於テハ外傷其ノ他ニ因 リテ自然的 ニ生ジタルモノナルモ,個 體ニトリ

テハ貧血或ハ消化不良ヲ惹 起スル等不利 ナル場合 トアリ.

次 ニ人爲的ニ膽汁瘻ヲ設置スル場合 ニモ,個 體ニトリテ有利ナル場合 卜,不利 ナル場合 トア

リ,即 チ種々ノ原因ニ據ル膽道閉塞 ニヨル膽汁ノ鬱滯ヲ除去シ得ザル場合ノ如キハ前者ニ屬 シ,
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膽道ノ手術後輸膽管壁縫合不全等ノタメニ生ズル場合ノ如キハ後者ニ屬ス.

更 ニ吾人 ノ見逃 スコ ト能ハザルハ,肝 臟 ノ機能研究 ノ目的 ヲ以 テ動物 ニ設 ケタル膽汁瘻 ニシ

テ, Schwamm(1841), Schiff(1870), Powlow(1902)氏 等 以來,肝 臟機能ノ研究 ハ膽汁瘻 ニ

據ル研究ナ リト言 フモ敢テ過言ナラザルノ感ヲ抱 カ シムル ニ至 レリ.而 シテ之等個體 ニ比較的

有利ナル自然的或ハ人工的膽汁瘻ニ關 シテハ暫ク措キ,個 體ニ甚ダシク不利ナル膽汁瘻ノ生ジ

タル場合之 ヲ如何 ニ處置 スベ キヤハ,古 來膽道外科 ヲ云爲 スルモノノ間ニ大 ナル問題 トサ レタ

ル事ナ リ.

蓋 シ膽道ノ無菌的手術 法 ヲ案出 セラレ,一 次的腹腔閉鎖 ガ高唱サルルニ至 リシヨ リ,更 ニ又

膽 嚢剔出 ガ膽道手術 ノ定石 トナ リシ以來,昔 日ノ如 キ膽道手術後ノ「タムボ ン」挿 入或ハ膽汁瘻

設置 ガ甚ダ シク僅少 トナ レルハ事實ナルモ,而 モ我國 ノ如 キハ晩期重症 ナル膽石症 ノ手術例少

ナ カラザル ガ故ニ,膽 汁瘻 ヲ惹 起スルコ ト亦少 ナカラズ.隨 ツテ一度 生 ジタル膽 汁瘻 ヲ如何 ニ

シテ治癒 セシメ以 テ個體 ノ健康状態 ニ復 セシムルカハ今尚ホ大問題 タルヲ失 ハズ.瘻 孔竝 ニ創

傷 ノ無菌的處置 ヨリ更 ニ制腐的處 置 ガ高唱 セラ レシヨ リ,吾 人ハ瘻孔 ニ對 シ例ヘバ 「リヴアノ

ール」等 ノ如 キモノヲ用 ヒテ其 ノ治癒 ヲ促進 シ
,幾 分良果 ヲ得 ルニ至 リシモ,尚 ホ之等 ニ據 リ

テモ難 治 ノ瘻孔多キハ外科家 ノ均 シク當惑 シ居ル所 ナ リ.

偶 々余ハ臨牀上膽 石症手術後 ノ膽汁瘻患者 ニ,膽 汁補給 ノ目的 ヲ以 テ排泄膽汁ヲ經 口的ニ投

與 セシコトア リ.然 ルニ偶然 ニモ其 ノ投與後膽 汁瘻 ヨ リノ膽汁漏出僅少 トナ リ,間 モナク膽汁

瘻 ガ自然的 ニ治癒 セシヲ經驗 セリ.其 ノ後余ハ機會 アル毎 ニ之 ヲ試 ミ甚 ダ良好ナル結果 ヲ得 タ

リ.蓋 シ此膽汁經 口的投與法ハ膽 汁瘻治癒促進 ノ外 ニ,患 者 ノ貧 血快復竝 ニ消化 ニ極メテ有效

ナルハ論 ヲ俟タズ.即 チ膽汁瘻患 者或 ハ動物 ガ次第 ニ貧血 トナル ハ明白 ニシテ,這 ハ膽汁 ガ血

液脱換作用(Blutmauserung)ニ 重 要ナル意義 ヲ有 ス トイフ説 ニ據 リテモ肯定 シ得 ルナ リ.即

チ渡邊筑紫兩氏ノ研究 ニヨレバ,膽 汁酸ノ血球破壞作用 ヨリモ膽 色素 ノ血球新生作用 ガ強度 ナ

ル故 ニ,膽 瘻貧血患者 又ハ動物 ニ膽汁 ヲ投與 スル時 ハ,容 易 ニ膽瘻貧 血ヲ快復 スルモ ノナ リト

セリ.而 シテ膽汁 ガ消化ニ必要 ナルハ今更言 フノ要 ナ シ.

仍 ツテ余 ハ此臨牀的 ニ重要 ニシテ且意義深キ事實 ヨリシテ,進 ンデ動物實驗 ニヨリテ膽汁 ノ

經 口的投與 ガ膽汁瘻 ヨリノ膽汁排出状態竝 ニ其 ノ性質 ニ如何 ナル影響 ヲ及ボ スカヲ研究 シテ,

 2-3ノ 新知 見ヲ得 タルヲ以 テ,經 口的膽 汁投與 ニヨル膽汁瘻療法 ノ臨牀的證左竝 ニ動物實驗 ノ

成績 ヲ記述 セン トス.

第2章　 臨 牀 觀 察 例

第1例　 竹波某　62歳　 男　商業

初診　昭和3年9月11日

主訴　右上腹部激痛發作ト發熱竝ニ黄疸

家族歴　遺傳的ニ結核竝ニ腦溢血ノ素因ヲ認ム.

既往症　生來健康ニシテ著患ヲ知ラズ.

現病歴　昭和2年9月 某日左腕關節部ニ打撲傷ヲ
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受ケ,其 ノ夜發熱40℃ ニ及ビシガ,之 ト共ニ胃部膨

滿感ヲ訴へ翌日ニ下熱輕快セルモ,爾 後約3週 間時

時胃部膨滿感現レ殊ニ食後ニ甚ダシカリシト云フ.

同年10月 某 日認ムベキ原因ナクシテ右上腹部ニ鈍

痛ヲ覺エ,同 時ニ再ビ胃部膨滿感アリ.患 者ハ苦悶

ノ餘自ラ手指ヲ口腔ニ入レ嘔氣ヲ促シ以テ胃内容ヲ

吐出セシニ.胃 部膨滿感去 リ上記 ノ右上腹部ノ鈍痛

モ何時 ノ間ニカ消失セリトイフ.吐 物ハ不消化食物

ノ外著變ナカリシトイフ.上 記ノ如キ發作ハ同年12

月 ニモ一度現レタルモ其ノ後ハ概ネ健康ナリシガ,

翌3年8月7日 夜,再 ビ上記ノ如キ訴ヘアリ,發 熱

39℃ ニ及ビ黄疸ヲ伴フ.胃 部膨滿感ハ再ビ前記ノ如

クニシテ胃内容ヲ吐出シテ除去スルヲ得タルモ,右

上腹部鈍痛竝ニ黄疸ハ數日ヲ經ルモ去ラズ,且 時々

惡寒戰慄アリ.黄疸及ビ發熱ハ其ノ後2-3日 ニシテ

消失セルモ,其 ノ後ハ數日ノ間隔ヲ置キテ上記ノ如

キ發作アリ.亦 殆 ド常ニ惡寒戰慄ヲ伴ヘリ.仍 テ9

月3日 膽石症ノ診斷下ニ某院入院,專 ラ内科的治療

ヲ受ケタルモ快癒セズ,却 ツテ發作頻發ノ傾向アリ.

 9月11日 當科外來ヲ訪ヒ即時入院ス.

現症　體格中等度營養亦良,顔 貌稍々不安 ノ状ア

ルモ意識言語極メテ明瞭,顔 面竝ニ結膜ハ中等度ノ

黄疸ヲ呈シ瞳孔ノ光反應尋常,口 唇稍々乾燥シ舌ハ

汚白色 ノ苔アリ.皮 膚 ハ温濕異常ナキモ輕度ノ黄疸

アリ.浮 腫發疹ナシ,脉 搏正整緊張良1分 時70ヲ

算 ス.肺 肝濁音界ハ右乳腺上第6肋 骨下縁ニアリ,

心音心界尋常,肺 音竝ニ呼吸音ニ著變ナシ.脊 柱四

肢亦著變ヲ認メズ.

腹部所見　腹部ハ一般ニ稍々膨滿ス.「ヘツド」氏

帶竝ニ剣状突起直下部ニ高度ノ筋緊張卜壓痛アリ.

殊 ニ前者ニ著シ,肝 脾腎ハ觸レズ.下 腹部亦異常ナ

シ.

尿　帶黄褐色,透 明弱酸性,比 重1015,蛋 白弱陽

性糖ナシ.膽 色素中等度陽性.

糞便　帶黄白色,消 化稍々不良軟,潜 血膿汁粘液

竝ニ蟲卵ヲ認メズ.

血液　白血球數6600,赤 血球數425萬,血 色素

(Sahli)65.

診 斷　 膽 石症

手 術　 昭 和3年9月17日,泉 教 授執 刀,「 ノボ カ

イン」局所麻醉ノ下ニ右上腹部ニKorte氏 角状皮切

ヲナシ,腹 腔ニ達スルニ,膽 嚢ハ稍々大ニシテ肝臟

床 ト高度ニ癒着ス.次 ニ膽癒管亦總輸膽管卜高度ノ

癒着ヲナシ,其 ノ分岐部ヲ索ムルニ困難ヲ感ズ.總

輸膽管亦全般ニ亙 リテ異常ニ擴張セ リ.仍 テ之等ノ

癒着ヲ剥離シ型ノ如 ク膽嚢ヲ剔出ス.次 デ總輸膽管

ニ小縱切ヲ加へ探ルニ結石ヲ認メズ.仍 テ食鹽水ニ

テヨク洗滌シ一次的ニ縫合ス.更 ニ膵頭部ヲ觸診ス

ルニ稍々硬結状ヲ呈ス.察 スルニ,總 輸膽管ハコレ

ト先ノ膽嚢管 トノ癒着ノタメ高度ノ膽汁鬱滯ヲ惹起

シ,タ メニ著シク擴張セルナラン.仍テ膵「マツサー

ジ」ヲ行ヒ,膽 嚢部竝ニ輸膽管縫合部ニ「フオルムガ

ーゼ」ノ「タムボン」ヲ施シ腹腔ヲ閉ヅ.剔 出膽嚢ハ

稍々大ニシテ其ノ壁肥厚ス.粘 膜面概シテ平滑瘢痕

ヲ認メズ.膽 嚢内容ハ強粘稠ナル黒緑色膽汁ニシテ,

膽嚢管ハ著シク狹窄セラレ一部瘢痕状ヲ呈ス.膽 汁

ノ細菌學的檢索ニヨリ大腸菌ヲ得タリ.

術後經過　術後第2日 輕度ノ發熱 ト中等度 ノ心機

衰 弱 ヲ呈 シ タル モ,爾 後 漸次 恢復 術 後第3日 「タム

ボ ン」短 縮,第5日 ヨ リ下痢1日 數 行 ア リ,第6日

「タ ムボ ン」ヲ換 フル ニ膽 汁 浸 出 ス.第7日 拔絲 爾後

毎 日「タムボ ン」交 換 或ハ 「リヴア ノール ガ ーゼ」ヲ挿

入 スル モ膽 汁 ノ漏 出益 々多 量 トナ リ,膽 瘻 ヲ形 成 ス.

患 者ハ一 般 状態 概 シテ侵 サ レザル モ,食 慾 漸 次減 退

下 痢益 々頻 囘 ノ傾 向 ア リ.即 チ膽 汁 ノ腸 内流 入缺 如

ニ因 スル ガ故 ニ,術 後第15日 「タムボ ン」ヲ除去 シ,

膽 瘻 ニ消 毒「ゴム」管 ヲ入 レ,コ レヨ リノ漏出 膽 汁 ノ

可 及的 總量 ヲ貯 へ置 キ,「 ゲ ラチ ン」ノ「カプ セル 」ニ

入 レ之 ヲ毎 食 前經 口的 ニ投 與 ス.其 ノ量1日 約50cc

ナ リ.
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術後第16日 膽汁ノ濃度稍々増加シ,其ノ量愈々減

ズ.第19日 ニ至 リ膽汁漏出全ク停止ス.コ レ膽汁ヲ

經口的ニ投與シ始メシヨリ第4日 目ナリ.第20日 膽

汁瘻ニ「ガーゼ」ヲ挿入スルニ膽汁ノ漏出ヲ見ズ.爾

後 日ヲ追 フテ食慾快復.下 痢止 ミ術創漸次縮小シ,

術後第33日 術創治癒ス.爾後全身温浴ヲ行ハシメ術

後40日 全治退院.

第2例　 市田某　47歳　 男　農

初診　昭和6年2月25日

主訴　上腹部疼痛發作竝ニ食慾不進

家族歴　父系母系共ニ腦溢血ニテ斃レタルモノア

ル外他ニ特記スベキ事項ナシ.

既往症　幼時概 シテ健康ナリシガ,小 學時代ヨリ

原 因 不明 ノ腹 痛 ア リ.甚 ダ シキ時 ハ鎭 痛劑 ノ注射 ヲ

受 ケ タル コ トア リ.

現症 歴　 現 病 ノ始 メ ト覺 シキ モ ノハ既 ニ小 學時 代

ヨリアリシガ,昭 和5年 春頃認ムベキ原因ナクシテ

上腹部疼痛ヲ發シタリ.同 年11月 再 ビ同樣ノ疼痛

ヲ發シ,内 服藥ニテ輕快 シタルモ,爾 後カカル發作

樣疼痛比較的短カキ間隔ヲ置キテ數度アリ.昭 和6

年1月 ニ至リ數囘ノ發作アリ.之 等ノ疼痛發作ハ食

事トハ概ネ無關係ナルモ,時 ニハ空腹時ニ發 シ輕度

ノ間食ニヨリテモ輕減シタルコトアリ.或 ハ夜間突

然激痛ヲ發シ不眠ヲ訴ヘシコトモアリトイフ.而 シ

テ之等ノ發作ノ前後未ダ嘗テ發熱黄疸嘔吐ヲ見ザ リ

シトイフ.

昭和6年1月 下旬某内科院ニ入院,膽 石症ノ診斷

下ニ處置サレタルモ發作愈々頻發シ, 2月 上旬ニ至

リテ發作時ニ嘔吐ヲ伴ヒ,亦 屡々〓囃ヲ訴へ且發作

時上腹部 ノ疼痛ハ背部右肩胛部竝ニ腰部ニ放散スル

コトアリ. 2月24日 泉外科外來ヲ訪ヒ25日 入院.

現症　體格中等,筋 ノ發育亦適度ナリ.皮 下脂肪

組織ハ可成リ消耗サル.顔 面尋常口唇舌ニ著變ヲ認

メズ.結 膜ニ輕度ノ黄疸ヲ認ム.瞳 孔尋常,皮 膚温

濕尋常黄疸ナシ.脉 搏1分 時70ヲ 算 シ正整緊張ス.

左鎖骨上窩ニ2-3ノ 固キ小豆大ノ淋巴腺ヲ觸ル.

肺心竝ニ四肢ニ異常ヲ認メズ.

腹部所見　腹部ハ輕度ニ陷沒ス.肝 下縁ハ右肋弓

下縁下3横 指ニ於テ觸 レ,圓 滑軟靱壓痛ナシ.膽 嚢

部ハ中等度 ノ筋緊張竝ニ壓アリ.脾 腎ヲ觸 レズ.下

腹部尋常.

尿　著變ナシ.

糞便　帶黄褐色,消 化概ネ不良,粘 液ナキモ潜血

反應弱陽性,蛔 蟲卵多數存ス.

血 液

白 血 球 數　 8700

赤 血 球 數　 456萬

血 色 素(Sahli)　 95

白血球種類

中性多核白血球　 79%

淋 巴 球　 16%

「エオジン」嗜好白血球　 3%

大 單 核 球　 1%

移 行 型　 1%

血清「ワ」氏反應　陰性

入院後經過　「ケラゾール」ヲ以テ膽嚢撮影術ヲ試

ミ,更 ニ胃竝ニ十二指腸ノ「レ」線檢索ヲ行 ヒタル結

果大要次ノ如 シ.膽 嚢撮影ニハ膽嚢ノ陰影陰性,第

2腰 椎ノ右下部ニ2-3ノ 小結石ヲ明瞭ニ認ム.胃 ハ

緊張力尋常,胃 壁亦滑蠕動旺盛ナラズ.胃 内容 ノ排

出極 メテ緩慢,十 二指腸球部稍々狹少ニシテ高度ニ

變形サレ,管 壁ニハ窓窩(Nisse)状 ヲセル部アリ.

壓痛最モ甚ダシキ部ハ球部ノ右方ニ位シ膽嚢部ニ一

致ス.

胃液所見　總酸度40,遊 離鹽酸25,乳 酸(+),

「ペ プ シ ン」(+),「 ラブ」酵 素(〓),血 液 反應(-),

消 化 不良,粘 液(+)

十 二指 腸 喞筒 ヲ施 行 スル モ「B」膽 汁 ヲ得 ズ.血 清

膽 色素 ヲ檢 スル ニ, Hijmans Van den Bergh直 接 反

應 陰性,間 接 反應1.5單 位 ナ リ.

診斷　 膽石 症兼 十 二指 腸 周圍 癒 着症
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手術　昭和6年2月26日,榊 原助教授孰刀,局 所

麻醉ノ下ニKorteノ 角状皮切ニヨリ腹腔ニ達スルニ,

膽嚢ハ殆 ド小手拳大ニ膨滿 シ穿刺ニヨリ濃緑色溷濁

膽汁約90ccヲ 得 タリ.膽嚢ト周圍トノ癒着ハ輕度ナ

ルモ,肝 臟稍々硬變シ總輸膽管ハ約3倍 大ニ擴張シ

柔軟固形 ノ内容ヲ有スルコト指觸ニヨリ分明ス.十

二指腸殊ニ球部ニ於テハ高度ノ炎症性癒着ヲ呈ス.

胃竝ニ膵ハ外見上著變ナシ.仍 テ膽嚢ヲ剔出シ總輸

膽管ヲ開クニ濃厚汚穢セル膽汁ト共ニ5尾 ノ巨大ナ

ル蛔蟲 ノ屍體(1部 ハ既ニ腐敗ス)竝ニ小豆大ノ數箇

ノ「ビリルビン」石灰結石ヲ摘出セリ.次 デ食鹽水ヲ

以テ總輸膽管ヲ洗滌閉鎖 ン,十 二指腸内ニ20%,硫

苦20ccヲ 注 射 シ, 2箇 ノ「フ オルム ガ ーゼ」ノ 「タム

ボ ン」ヲ施 シ術 ヲ終 フ.

剔出 膽嚢 壁 ハ甚 ダ シ ク肥厚 シ,處 々 ニ瘢 痕 ヲ形 成

シ膽嚢 内 ニ無 數 ノ膽 砂 ア リ,膽 汁 ノ細 菌 學的 檢索 ニ

ヨ リ大腸 菌 ヲ得 タ リ.

術 後經 過　 術 後 硫苦 ヲ數 日間經 口的 ニ投與 ス.術

後第1日 嘔吐頻發シ胃部膨滿ス.仍 テ胃内容ヲ吸引

シ且「タムボン」ヲ少シク短クス.術 後第2日 挿入セ

ル「タムボン」ニ膽汁ノ浸潤アリ,仍 テ「ゴム」管ヲ入

レ膽汁ヲ外部ニ導出セシム.爾 後上腹部膨滿漸次去

リ嘔吐消失シタルモ膽汁ノ漏出多量ナリ.第7日 縫

合絲拔去シ,第9日 熊ノ乾燥膽嚢ヲ少量宛服用セシ

ムルモ膽汁ノ漏出尚ホ多量ナルヲ以テ,術後第12日

膽瘻ヨリノ漏出膽汁ヲ服用セシムルコト前例ノ如ク

ス.其 ノ量1日 約45ccナ リ.

當 時赤血球數ヲ檢スルニ次ノ如シ,赤 血球數420

萬,血 色素(Sahli)75

然 ルニ術後第14日(膽 汁經口的投與開始後2日 目)

膽瘻ヨリノ膽汁漏出全ク停止シ,一 般状態亦甚ダ良

好ナルヲ以テ歩行ヲ始メシム.此 日血液ヲ檢スルニ

赤血球數450萬,血 色索(Sahli)80ナ リ.

術後22日 術創全ク治ス.仍 テ熱氣療法及ビ「ヂア

テルミー」ヲ始ム.術 後28日(3月26日)全 治退院.

第3例　 竹正某　52歳　 男　無職

初診　昭和6年3月2日

主訴　上腹部疼痛發作ト發熱竝ニ黄疸

家族歴　兩系祖父母共ニ高齡ニテ死亡,父 ハ 「コ

レラ」ニテ母ハ子宮癌ニテ死ス.其 ノ他ニ特記スベ

キ事項ナシ.

既往症　昭和3年4月 某日認ムベキ原因ナクシテ

突然惡寒戰慄ヲ覺エ,腹 部全般ニ亙 リ激痛ヲ訴フ.

發熱實ニ40℃ ニ及ビ某醫ニヨリ腎盂炎 ト診定サレ,

内科的治療ヲ受ケ輕快ス.同年11月 再 ビ上腹部激痛

發作ト共ニ高熱ヲ發シ,疼 痛ハ背部ニ放散ス.次 デ

翌日ヨリ黄疸ヲ伴ヒ皮膚〓痒感アリ.再 ビ藥餌ニヨ

リ輕快セルモ,爾 後發作ノ大小ハアレド引續キ症状

一進一退シ,昭 和4年1月 某内科院ニ入院膽石症 ノ

診斷下ニ十二指腸喞筒ヲ施術サレ多數ノ膽石ヲ得 タ

リト云 フ.其 ノ後一時健康 トナリシモ,昭 和4年7

月及ビ昭和5年12月 概ネ前記ノ如キ上腹部激痛發

作アリ.昭 和6年 ニ入 リテ發作頻發, 2月 某日ノ如

キハ1日5-6囘 ノ疝痛ヲ發シタリト云フ. 3月2日

初診即時入院.

現症　體格中等營養稍々不良,顔 貌苦悶不安ノ状

ヲ呈ン,顔 面竝ニ結膜ニ黄疸ヲ認ム.口 唇乾燥シ舌

ニ灰白色汚穢ノ苔ヲ被レリ.皮 膚常温ナルモ黄疸ア

リ乾燥ス.脉 搏1分 時90ヲ 算 シ緊張稍々弱ク,輕 度

ノ結滯ヲ認ム.兩 側頸部ニ數箇小豆大ノ固キ淋巴腺

ヲ觸ル.心 界尋常ナルモ心音一般ニ稍々弱 シ.兩 肺

尖音短,呼 吸音尋常ニシテ肺肝濁音界ハ右乳腺第6

肋 間ニアリ.

腹部所見　腹部ハ稍々陷沒シ,肝 臟下縁ハ右肋弓

下 縁1横 指下 ニ觸 レ,圓 滑軟 靱 ニ シテ壓 痛 ナ シ.「ヘ

ツ ド」氏 滯 ヲ中心 トシヲ手拳 大 ノ筋 緊張 ア リ.其 ノ

中心 部 ニ高度 ノ壓 痛 ヲ訴 フ.脾 腎 ハ觸 レ ズ.

尿　 膽 汁色 素 ハ 「グ メ リン」氏 法 ニテ陰 性,「 ウ ロ

ビリン」體反應陽性.

糞便　蛔蟲卵ヲ多數認ム.
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血液　白血球數8500,赤 血球數350萬,血 色素

(Sahli)70,出 血時間ハ耳朶ニ於テ50-60秒,血 液

凝固時間(佐 藤氏裝置)7-9分,血 型O型.

胃液　遊離鹽酸ヲ缺如シ,總 酸度20,其 ノ他著變

ナシ.

診斷　膽石症

入 院後 經 過　 入 院 ト共 ニLycn-Meltzer氏 法 ニ ヨ

リ膽汁ヲ採取スルニ,「A」膽汁外見上尋常,「B」膽汁

ハ色調及ビ粘稠度ニ著變ナキモ著シク溷濁シ,多 量

ノ膽砂ヲ含メリ.「C」膽汁亦溷濁ス.之 等ヨリ何レモ

大腸菌竝ニ葡萄状球菌ヲ培養 シ得タリ.入院後第1日

午後惡寒戰慄 ト共ニ再ビ激痛發作アリ.膽 嚢部ニ小

兒手拳大ノ膨隆ヲ認ム.壓 痛劇シク波動著明ナリ.

手術　昭和6年3月4日,榊 原助教授執刀,局 所

麻醉ノ下ニKorteノ 角状皮切ヲ以ヲ腹腔ニ達スルニ

膽嚢ハ手拳大トナリ極度ニ緊滿セルモ,周 圍ノ組織

トハ著明ナル癒着ヲナシ居ラズ.肝 臟ハ稍々硬變ノ

状ヲ呈シ,肝 管及ビ總輸膽管ニハ多數ノ結石ヲ觸ル.

殊ニVater氏 乳頭ニ近キ部ニ中指頭大ノ結石アリテ

極度ニ輸膽管ヲ擴張セリ.胃 十二指腸竝ニ膵ノ部ニ

ハ外見上著變ヲ認メズ.仍 テ膽嚢剔出後總輸膽管ヲ

切開シ,大 小多數ノ結石竝ニ膽砂ヲ摘出ス.次 デ總

輸膽管ヲ食鹽水ヲ以テ洗滌シ,切 開部ヲ一次的縫合

シ「タムボン」ヲ施シ,十 二指腸内ニ第2例 ノ如ク硫

苦ヲ注射シ,術 創縫合術ヲ終フ.

剔出膽嚢ハ手拳大ニシテ,深 緑汚穢ナル膽汁ヲ有

ス.其 ノ量ハ穿刺ニヨレルモノニテ約100cc臭 氣強

ク無數ノ膽砂アリ.膽 嚢壁ハ高度ノ肥厚ア リ.膽 嚢

管ハ甚ダシク狹窄セラル.膽 嚢膽汁ヨリハ大腸菌竝

ニ葡萄状球菌ヲ證明スルヲ得タリ.

術後經過　術後5時 間同型血液170cc輸 血ス.術

後 第1日 腹 部 輕 度 ニ膨 滿 シ,瓦 斯 ノ排 出 ナ シ.第2

日瓦斯 排 出 ア リテ腹 部膨 滿 輕 減ス.第4日 皮 膚 ノ黄

疸 輕 減 セル ヲ認 ム.此 日午 後臍 部附 近 ニ疼 痛 ヲ 訴 へ

輕 度 ノ壓 痛 ア リ.「タム ボ ン」ヲ稍 々短 切 シ,「 リヴ ア

ノ ール」液 ニテ創 内 ヲ洗 滌 ス.術 後第7日 拔 絲ス.

術 創外 側 部 ニ輕 度 ノ壓痛 ア リ.第10日 挿 入 セ ル「タ

ムボ ン」ニ膽 汁浸 出 スル ヲ以 テ.「 タムボ ン」 ヲ交換

シ「ドレ ー ノ」ヲ入 レ,膽 汁 ノ外 部誘 導 ニ努 ム.術 後

第11日 膽 汁 ノ漏出 多量 ナル ヲ以 テ,前 例 ノ如ク 漏 出

膽 汁 ヲ經 口的 ニ投 與 ス.其 ノ量1日 約50ccニ 達 ス.

膽 汁經 口的 投與 開 始時 ノ赤 血球 數330萬,血 色 素

(Sahli)68.

術 後 第13日(膽 汁投 與 開始 後2日)膽 瘻 ヨ リノ

膽 汁漏 出 甚 ダ シク減 弱 ス.赤 血球 數380萬,血 色 素

(Sahli)78.

斯 クテ膽 汁 投與 開始第3日(術 後 第15日)膽 汁 ノ

漏出 全 ク停 止 ス.爾 後術創 漸 次 清 淨 ヲ加ヘ食 慾 増進

シ,一 般状 態 甚 ダ良 好 トナ リタル ヲ以 テ,術 後 第31

日術 創 二次 縫 合 ヲナ ス.術 後 第34日 目 ヨ リ熱 氣療 法

ヲ施 行 ス.赤 血球 數448萬,血 色 素(Sahli)80.爾 後

熱 氣 療法 ヲ續 行 シ, 4月26日(術 後53日)全 治退 院.

第3章　 臨 牀 例 ノ 總 括

第1節　 一 般 的 概 括

余ハ3例 ノ膽石症患者手術例ニ於テ,概 ネ次ノ如

キ概括的觀察ヲナスヲ得タリ.余ノ經驗セル3例共膽

石症トシテノ重要症候ハ概ネ具備シタルヲ以テ,術

前其ノ診斷ニ就テハ大ナル困難ヲ感ゼザリキ.手 術

ニ當リテハ總テKorteノ 角状皮切ヲ以テ腹腔ニ達シ

罹患膽嚢ハ3例 トモ之ヲ剔出シ,亦 總テ總輸膽管切

開 ヲナ セ リ.而 シテ 之 等 ノ膽嚢 ハ何 レモ異常 ニ大 ト

ナ リ,殊 ニ第2例 竝 ニ第3例 ハ 中 ニ約100ccノ 溷 濁

汚穢 ノ膽 汁 ヲ含 ミタ リ.膽 汁 ノ細菌 學 的檢 索 ニ ヨ リ

總 テ大腸 菌 ヲ證 シ,第3例 ニ於 テ ハ更 ニ葡 萄 状球 菌

ノ共 存 ヲモ證 シ得 タ リ.第2例 及 ビ第3例 ニテ ハ膽

嚢膽 管 竝 ニ總 輸膽 管 ニ結 石 又 ハ無 數 ノ膽 砂 ヲ 見,更
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ニ第2例 ニ於テハ總輸膽管ニ5尾 ノ蛔蟲屍體ヲ見.

第3例 ニ於テハ肝管ニモ結石膽砂ノ存在スルヲ見タ

リ.而 シテ切開セル總輸膽管ハ一次的縫合ヲナシ,

第2例 及ビ第3例 ハ手術終了ノ際泉教授ノ創意ニヨ

ル十二指腸内硫苦注射法ヲ施シ,且 術後數日間經口

的ニ硫苦ヲ投與シ,以 テ膽汁ノ内導ニ努力シタルト

共ニ,手 術所見ニヨリ腹壁ハ一次縫合ヲナサズ 「タ

ムボン」ヲ挿入シタルガ,術 後數日ニシテ總輸膽管

切開創縫合不全ヲ招來シ,膽 汁ノ漏出アリ,遂 ニ膽

瘻ヲ形成シタメニ其ノ治癒 日數遲廷セリ.

膽汁ニヨル腹膜炎ノ豫後ニ關シテハ, Ehrhaldtハ

膽汁ガ無菌ナル場合ハ其ノ特性 トシテ包裡性大ナル

ガ故ニ,他 臟器 ノ穿孔ニヨル腹膜炎ヨリ比較的豫後

良好ナリト云ヒ, Rona,近 藤氏等モ之ニ賛セルガ,

近時ノ統計ヲ文獻ニ見ルニ寧ロ豫後險惡ナリトスル

者多ン.蓋 シ腹膜 ノ吸收作用ハ上腹部ニ於テ最強ニ

シテ,タ メニ炎性毒素ノ體内移入ハ急速且高度ニ現

ル.隨 ツテ中毒症状ノ危險ガ他部ニ於ケルヨリモ大

ナルガ如 シ.況 ンヤ有細菌膽汁ナル場合ヲヤ.余 ノ

例症ハ3例 共ニ術後數日ヨリ輸膽管縫合不全ヲ惹起

セルモノナルガ,一 方ニ於テ泉教授ノ創意ニヨル十

二指腸内硫苦注射法竝ニ硫苦經口的投與法ヲ施シ,

膽汁ノ内導ニ努メタルト共 ニ,他 方ニ於テ其ノ所見

ニヨリ輸膽管縫合部ニ「タムボン」ヲ挿入シタルトニ

依 リ,總テ有細菌膽汁ナリシニモ拘ラズ,幸ニシテ險

惡ナル腹膜炎症状ヲ招來スル事ナクシテ經過セリ.

硫 苦 ノ膽 汁内導劑 トシテノ效果ハ, Lyon竝 ニ

Meltzer以 來古キ事實ナルモ,膽石症ノ手術直後之等

十二指腸内ニ注射シ,以 テ内導法ノ效ヲ收メントセ

シハ泉教授ノ創意 ニヨルモノニシテ,此 法ニヨリ腹

壁 ノ第1期 縫合ヲ行ヒ,完 全ニ成功セシ例多々アル

ヲ實驗セリ.今爰ニ述ブル余ノ例症ノ如キハ,既 ニ膽

嚢ガ剔出サレアリ,而 モ膽道ニ細菌 ノ存セル場合ニ

ハ,殊 ニ此方法ガ良果ヲ齎ラスベキハ言ヲ俟タズ.

而シテ爰ニ最モ興味アルハ,膽 瘻ヨリノ漏出膽汁

ヲ經口的ニ投與スルコトニ依リテ,患 者ノ消化不良

ヲ恢復シ食慾ヲ増進セシメ,貧 血ヲ救濟スルト共ニ

膽瘻ヨリノ膽汁漏出ガ急ニ輕減シ,數 日ナラズシテ

停止シタルコトナリトス.即 チ第1例 ハ自家膽汁經

口的投與開始後4日 ニシテ停止シ,第2例 ハ第2日

目,第3例 ハ第3日 目〓全ク停止シタリ.

而 シテ更ニ注意スベキハ自家膽汁經口的投與後ノ

赤血球數ガ追次的ニ増加セル事ナリ.則 チコレヲ表

示スレバ第1表 ノ如シ,即チ第2例 ハ術後第12日 ニ

於テハ赤血球數ハ尚ホ術前ノ状ニ恢復シ居ラザルモ

自家膽汁投與後第1日 ニハ30萬 ノ増加ヲ見,第2日

ニハ膽瘻ヨリノ膽汁漏出停止ス.第3例 ハ膽汁投與

第1日 ニハ20萬 ノ増加ヲ見,第2日 ニハ更ニ30萬

ノ増加ヲ見,第3日 ニハ膽汁漏出停止シ,術 後38日

ニ シテ赤血球數ハ術前ヨリハルカニ凌駕セ リ.コ レ

術前ノ貧血ガ,術 後一般状態恢復ト共ニ正常ニ復シ

タルタメナラン.

第1表　 自家膽汁投與ニヨル赤血球數ノ増加
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蓋 シ個人ニ依 リテ其 ノ正常單位容積内ノ赤血球數

ハ自ラ差違アルハ周知ノ事實ニシテ,且 上記例症 ノ

如キ重症疾患ノ場 合ハ殊ニ赤血球數 ノ減少アルベ

ク,更 ニ上記 ノ如キ大ナル外科的侵襲ニヨリテハ殊

ニ貧血ヲ招來スルハ明カニシテ,隨 ツテ手術的侵襲

ニヨル一時的貧血ハ漸次恢復シ健康時ニ復スベキガ

故ニ,上 記2例 ノ患者ニ於テハ,貧 血ガ一般状態恢

復ト共ニ正常價ニ復シタルモノト考へ得ペキモ,尚

ホ膽汁ノ經口的投與ニヨリ貧血ガ更ニ急ニ恢復シタ

ルハ實ニ興味アル問題ナリ.

膽 汁 ノ腸 内流 入 ヲ妨 グル時 ハ,動 物 ハ貧 血 ニ陷 ル

コ トハ周 知 ノ事 ニ シテ,之 ニ對 シテ膽 汁 ヲ投 與 ス ル

時 ハ貧 血 ヲ恢 復 スベ キハ 自明 ノ理 ニ シテ亦 多 ク ノ實

驗 ア リ.故 ニ余 ノ例 症 ニ於 テ モ,外 科 的侵 襲 ニ ヨ リ

テ生 ゼル貧 血 ガ,體 力恢 復 ト共 ニ漸次 恢復 シ タルハ

勿論 ナ ラ ンモ,自 家膽 汁 投 與 ニ ヨ リ更 ニ赤 血球 新生

機 能 ヲ高 メタル ハ否 定 シ得 ザ ル事 實 ニ シテ,余 ハ寧

口貧 血 ノ急 ニ恢 復 シ タル ヲ專 ラ投 與膽 汁 ノ作 用 ニ歸

セ ン トス ル モ ノナ リ.

第2節　 膽瘻ノ膽汁漏出停止 ノ原因ニ就テノ考察

余 ハ 上 記3例 ノ膽 石症 患 者 ノ術後 ニ起 リタル膽 瘻

ガ,自 家 膽 汁經 口的 投與 ニ ヨ リ數 日ナ ラズ シテ膽 汁

ノ漏 出 ヲ停 止 シ,膽 汁投 與 ヲ止 ムル モ膽 汁 ガ漏出 ス

ル コ トナ ク,遂 ニ該 膽 瘻 ガ治癒 スル ヲ觀 察 シタ リ.

素 ヨ リ此 膽 汁投 與 ノ目的 ハ,膽 汁 ノ腸内 流入 喪失 ノ

代 償 タラ シ メンガ タ メニ シテ,因 テ以 テ消 化 不良 竝

ニ貧 血 ヲ恢 復 セ シメ ン トシタル ニ過 ギザ ル モ,前 述

ノ如 ク膽 瘻 ヨ リノ膽 汁 漏 出 ガ,數 日ナ ラズ シテ停 止

シ タル興 味 深 キ事 實 ニ對 シ,之 ヲ看 過 ス ル ヲ得 ス.

仍 テ余 ハ之 ニ關 シ大 要 次 ノ如 キ考 ヲ抱 クニ至 レリ.

一 般 ニ膽 汁瘻 ノ閉鎖 ス ル機 轉 ヲ考 察 ス ルニ.

1)膽 汁 ノ正 常 ニ流 ルル膽 道 ハ表 皮細 胞 ニヨ リテ

オ ホハル ル ニ反 シ,新 ニ生 ジタル膽 汁瘻 壁 ハ肉 芽 ナ

ル コ ト,竝 ニ

2)正 常 ノ膽 道 ノ方 ガ解 剖 學 的 ニ モ生理 的 ニ モ膽

汁 ガ流 レ易 キ コ ト.

以上2ツ ノ理 由 ヨ リシテ多 ク ノ膽 汁瘻 ハ 時 日 ノ經

過 ト共 ニ 自然 的 ニ閉鎖 スル ヲ常 トス.然 ラバ今人 爲

的 ニ膽 瘻 ヲ可 及的 早 ク閉 鎖 セ シ メ ン トス ル ニハ,先

ヅ肉芽 ヲ良 好 トス ル ノ方 法 ヲ講 ゼザ ル ベカ ラズ.之

ニハ或 ハ 洗滌 法 ニヨ リテ異 物又 ハ細 菌 ヲ除去 ス ル ニ

努 メ,或 ハ肉 芽 組織 ヲ良 好 ナ ラ シムル藥 劑 ヲ用 フル

等 ア リテ,古 來 幾 多先 人 ノ試 ミタル方法 ガナ ル故 ニ,

今 更 余 ガ呶 々 スル ヲ要 セ ズ.然 ル ニ余 ノ試 ミ タル方

法 ノ作用 ハ極 メテ奏 效迅 速 ナ リシガ故 ニ,上 記 ノ肉

芽 組識 ニ對 ス ル方法 トハ何 等 關係 ナ キ ハ明瞭 ナ リ.

然 ラバ余 ノ試 ミタル方法 ノ機轉 ハ,膽 汁 ヲ シテ 膽道

ヲ流 レ易 カ ラシ メ タルカ,或 ハ膽 瘻 ノ自然 的閉 鎖 ニ

ハ ア ラザ ル モ肝 膽 汁其 ノモ ノノ量 ヲ減少 セ シメ,又

ハ濃 縮 セ シ メ タル カヲ考 ヘ シ ムル ナ リ.即 チ余 ハ之

ニ關 シ次 ノ如 キ2方 面 ニ解 セ ン トス.

1)上 記 例症 ノ如 キ場 合 ニ,經 口的 ニ投 與 サ レ タ

ル膽 汁 ハ比 較 的多 量 ニ十 二指 腸 ニ移 行 ス ベ シ.斯 ク

ノ如 キ場 合,膽 汁 ガ實際 ニ患 者 ノ攝 リタル食 餌 ヨ リ

モ尚 ホ強 度 ニ十 二指 腸 ニ分 布 セ ル神 經 ヲ刺 戟 シテ,

「オ ツデ イ」氏筋 ノ弛 緩 ,「 フア ー ター」氏乳 頭 ノ開大

ト共 ニ膽 道 ノ括 約筋 ノ運 動 ヲ捉進 セ シメ,因 テ以 テ

輸膽 管 内 ニ潴溜 セ ル膽 汁 ヲ總テ 十 二指 腸 ニ 内導 シ タ

ル ガ故 ニ,非 生理 的 ノ膽瘻 ヨ リ ノ膽汁 漏 出 ガ隨 ツテ

停 止 ス ルニ非 ズ ヤ,即 チ一 時機 能 不全 ニ陷 レ ル膽 道

ノ膽 汁排 出 機能 ガ,經 口的 ニ投與 サ レ タル膽汁 ノ十

二指 腸 内移 行 ニ ヨ リ,直 接 又 ハ 間接 的影 響 ヲ受 ケテ

急 ニ恢 復 シタル ニ 非 ザ ルヤ ハ 先 ヅ 考 フベキ 問 題 ナ

リ.

蓋 シ膽 汁 ガ,直 接 肝 臟 ニ對 シテ強 キ催 膽 劑(所

謂Choleretica及 ビCholagoga)ナ ル コ トハ, Schiff
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Wiaogradow, Rosenkranz, Prevon et Binet , Paschkis,

 Nissen, Doyon, Specht, van Hengel, Petroff等 ニ ヨ

リテ 夙 ニ闡 明 サ レタル事 實 ニ シテ, Wieland及 ビ上

記 諸 家 ノ研 究 ニ ヨ レバ,此 作用 ハ種 々 ノ膽 汁 酸 ニ歸

因 ス ト云 フ.然 ル ニAlbu(1900)ニ ヨレ バ,膽 石 症

ニ ヨ ル膽 瘻 ノ一婦 人 患者 ニ 於テ,膽 汁 酸鹽 ガ何等 ノ

催 膽 作 用 ヲ表 サザ リシヲ經 驗 セ リ ト云 フモ,余 ノ文

獻 渉 猟 ニ ヨ レバAlbuノ 如 キ經 驗 ヲ發表 セル モ ノ他

ニ 無皆 ナ リキ.然 レ ドモ,十 二指 腸 内 ニ注 入 サ レ タ

ル膽 汁 ガ,シ カク膽 道 ノ反 射 的膽 汁 排出 ニ有力 ナ ル

作用 ヲナ ス トノ記 載 ハ甚 ダ稀 ニシ テ,岩 永 氏 ノ實驗

ニ ヨ レバ 殆 ド影響 ナ シ ト云 フ.而 シテBost, Klee u ,

 Klupfel竝 ニ岩 永氏 等 ノ研 究 ニ ヨ レバ,膽 嚢剔 出犬

ニ於 テ ハ術 後 約1週 間 ハ何 レモ膽 道 ノ膽 汁 ハ間 斷 ナ

ク十 二指 腸 内 ニ滴 出 シ,飢 饑 時 ニ於 テ モ少 量宛 淋歴

シ(Leertatigkeit),且 此際 肝臟 ヨ リノ膽 汁 ハ多 少膽

道 内 ニ潴 溜 シ,更 ニ上記 ノ淋歴 状 態 ハ術 後早 キハ9

日乃 至2週 間 ニ至 レ バ不完 全 ナガ ラ稽留 的 トナ リ,

數 分 ノ休 止 ヲ以 テ 間歇 的 ニ十 二指 腸 内 ニ流 出 シ,遂

ニ ハ完全 ナ ル稽 留 ヲ示 シ,全 然有 膽 嚢動 物 ト異 ナ ル

コ トナ キ状 ニ復 ス ト云 フ.

然 ラ バ余 ノ觀 察 例 ニ於 ケル膽瘻 ノ膽汁 漏 出停 止 ハ

胃 ヨ リ十 二 指腸 ニ移行 セ ル膽 汁 ノ作 用 ニ ヨ リ,一 時

機 能 不全 ニ陷 リタル膽 道 ノ膽 汁 排出 機能 ガ急 ニ恢 復

シタル ニ據 ルナ リ トノ推 論 ノ ミヲ以 テ シテ ハ稍 々説

明 シ難 シ.又 臨 牀3例 ノ總 テ ニ於 テ,偶 々膽 道 ノ排

出機 能 ガ恢 復 シ始 メ シ頃 經 口的 ニ膽 汁ガ投 與 サ レ タ

ル ニ過 ギズ シテ,全 ク偶 然 ノ一 致 ニ過 ギズ トナ ス モ

亦 首肯 シ難 シ.

更 ニRost等 ノ研 究 ノ如 ク,膽 嚢 剔出 後時 日 ノ經過

ト共 ニ膽 道 ノ擴 張 ヲ起 シ,以 テ膽 汁 ノ淋歴 状 態 ガ稽

留 的 トナ リ,有 膽 嚢 時 ト同 樣 ノ状 ニ復 ス トセバ,此

際 投 與膽 汁 ニ因 ル肝膽 汁 分 泌 モ亢進 スル タメ膽道 ハ

益 々擴張 シ,隨 ツテ 内壓 亢進 ス ル タメ十 二指 腸 ヘ ノ

膽 汁流 入 モ アラ ンモ,膽 瘻 ヨ リノ膽 汁 漏出 モ同時 ニ

アルベク,否 寧口膽汁漏出停止セントスルモ得ベカ

ラザルニアラズヤト考ヘラル.

仍テ余ハ此機轉ニ對シ根本ヨリ異ナリタル方面ニ

着想セリ.

2)膽 瘻ヨリノ膽汁漏出ガ急ニ減少シタルハ,膽

道 ノ膽汁排出機能不全ノ恢復ニモ據ルベキモ,事 實

上膽道内ニ膽汁ノ流レ來ルコトノ減少,換 言スレバ

肝膽汁ノ減少即チ肝臟ニ於ケル膽汁ノ分泌竝ニ之ガ

肝管ヨリノ排出ガ一時的ニ減少セルタメニアラズヤ

トノ考ヘナ リ.

即チ十二指腸内ニ過剩ニ膽汁ガ移行スル場合ハ,

膽汁ガ肝臟ニ直接作用スル時ト異ナリ,却 ツテ十二

指腸ニ分布セル神經ガ刺戟サレ,其 ノ反射的作用ニ

基キテ一時肝臟ニ於ケル膽汁分泌或ハ排出ヲ抑制ス

ルニアラズヤトノ考ヘヲ抱ケリ.殊 ニ余ノ觀察臨牀

例ニ於テハ,膽 嚢剔出後既ニ10日 以上ヲ經過シ,膽

嚢ノ膽汁濃縮竝ニ排出機能ハ全ク失墜シアルガ故ニ

正常時ト異ナリタル機轉ヲ惹起スニルアラズヤト想

像セリ.

惟 フニ斯クノ如ク十二指腸ヨリ肝臟ニ對シ,特 殊

ナル作用ヲ有スル神經ノ纎維ノ存在ヲ想像スルガ如

キコトハ妄想モ甚ダシトスベキヤ.飜 ツテ諸家ノ研

究ヲ綜合スルニ,蛋 白質,脂 肪竝ニ其ノ分解産物及

ビ酸類ガ十二指腸ヲ通過スルニ至 レバ,膽 汁ハ膽道

ヨリ十二指腸 ニ必ズ排出サル.此 膽汁ハ飢餓時ニ膽

道内ニ貯臟サレタル膽汁竝ニ液體ニヨリ反射的ニ又

ハ「ホルモン」作用ニヨリテ新ニ肝臟ヨリ分泌サレタ

ルモノニシテ,流 出膽汁ノ先端部ガ膽嚢内ニ一時潴

溜シタルモノオルコト,換 言スレバ肝膽汁ハ正常ノ

場合必ズ膽嚢ニ入 リテアル影響ヲ受ケテ後ニ膽嚢ノ

收縮ニ依リテ十二指腸内ニ排出サルルモノナリ.而

シテ膽嚢剔出後ハ,膽 道ガ漸次膽嚢ノ代償ヲナスニ

至ルハ前述 ノ如タナリ.正 常ノ場合竝ニ膽嚢剔出後

ニ於テ,肝 臟ヨリノ膽汁ノ有スル壓力ガ,膽 嚢又ハ

膽嚢剔出後 ノ膽道 ノ膽汁排出上有效ニ作用スルハ考
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ヘ得 ベキコトナルガ,膽 道内ニ貯藏サレ居ル膽汁ノ

量ニ應ジテ,肝 臟ニ於ケル膽汁ノ分泌又ハ排泄ガ調

節サルルヤモ亦考へ得ベシ.

然 レドモ,余 ノ想像セル如 ク十二指腸内ニ過剩ノ

膽汁存在スル時ハ,肝 臟ノ膽汁分泌竝ニ排泄ガ一時

抑制サルルヤハ單ナル妄想ニ過ギザルヤモ知レザル

モ,而 モ余ハ臨牀觀察例ノ事實ニ基ヅキテ,更 ニ諸

家實驗 ノ結果 トヲ綜合シ,之 ヲ着過スルヲ得ザルヲ

以テ,膓 嚢剔出又ハ膽嚢曠置ヲナセル犬ニ於テ.種

種ノ要約ノ下ニ十二指腸内ニ膽汁ヲ注入シ肝膿汁 ノ

量ニ就テ觀察シ,且 之ニ種々ノ對照實驗ヲ配シ,以

下述ブルトコロノ實驗結果ヲ得タリ.記 スル トコロ

果シテ正鵠ヲ得タリヤ否ヤ,偏 ニ諸賢ノ御高評ニ俟

ツノミ.

第4章　 實 驗 方 針

十二指腸内ニ過剩膽汁ヲ移入スル時,肝 謄汁ノ膽

道ヘノ排出ガ一時抑制又ハ減弱サルルニアラズヤト

ノ余ノ考察ノ根據ニ前述ノ如クナルガ,之 ヲ實驗的

ニ追究シテ一定ノ成績ヲ得ルコトハ甚ダ困難ナリ.

即チ十二指腸内ニハ胃内容,膵 液及ビ種々ノ酵素等

アリテ,膽 汁ノミヲ單獨ニ作用セシメンコトハ甚ダ

困難ナリ.加 之膽汁ノ十二指腸内移入法ニモ種々ア

リ.即 チ膽汁ヲ經口的ニ投與スルカ,「 ゴム」管ヲ以

テ胃又ハ十二指腸ニ注入スルカ,或 ハ更ニ總輸膽管

瘻ニ注入シテ乳頭ヲ經テ十二指腸ニ流入セシムル

カ,以 上 ノ何 レ カ ヲ選 バ ザル ベ カ ラズ.

次 ニ肝 膽 汁 採取 法 ニ モ種 々 ノ方 法 ア リ.斯 クノ如

ク ン バ之等 ノ總 テ ノ場 合 ヲ實 驗 ス ル コ トハ 至難 且繁

雜 ニ シテ,動 モス レパ 無意 義 ニ終 ル コ トア リ.仍 テ

余ハ 一 定 ノ條件 ノ下 ニ一定 ノ成績 ヲ得 ンコ トヲ期 シ

十 二 指 腸内 膽 汁移入 法 ニハ主 トシテ 手術 的 ニ十 二指

腸 ヲ腹壁 ニ固定 シ直接 注入 法 ヲ用 ヒ,肝 膽 汁 採取 法

ニハ 主 トシテ總 輸膽 管 膽瘻法 ヲ用 ヒ タ リ.尚 ホ2-3

爾 他 ノ方法 ヲ用 ヒ タル モ ノニ就 テ ハ其 ノ條 下 ニ於 テ

詳 述 スベ シ.

第1節　 實驗材料竝ニ方法

實驗材料ハ總テ健康雄犬ヲ用ヒ,少 量ノ「モルフ

イン,ス コボラミン」皮下注射麻醉ハ下ニ開腹シ,

膽嚢剔出又ハ穿刺 ノ後曠置シ,別 項 ニ述ブル如ク一

時的又ハ永久的總輸膽管膽汁瘻ヲ設置ス.

一時的膿汁痩 ヲ設置シタルモノニ對シテハ,其 ノ

實驗目的ニ依リ固定臺ニ仰臥位ニ固定シタルママ,

夫 々必要ニ應ジ十二指腸乳頭部反對側管壁ヲ,或 ハ

胃壁ヲ,更 ニ小腸壁ヲ切開腹壁ニ固定シテ,膽 汁或

ハ其ノ他 ノ薬液ノ注入ニ便ナラシメ,腹 壁ハ可及的

密 ニ縫 合 シ,次 デ先 キノ固 定 シタル部 ヨ リ膽 汁或 ハ

其 ノ他 ノ藥 物 ヲ注 入 シ,コ レ ト共 ニ總輸膽 管 膽 計瘻

ヨ リノ膽 汁 ヲ 目盛試 驗 管 ニ時 間的 ニ採取 シ,其 ノ量

ノ動 搖 ヲ見 ル ト共 ニ, 2-3ノ 動 物 ニ於 テ ハHijmans

 van den Bergbニ ヨル膽色 素 定量 法 ヲモ行 へ リ.

恒 久 的膽 汁瘻 ヲ設 置 シ タル モ ノニ對 シテ ハ,多 ク

ノ場 合 胃「ゾ ンデ」ヲ以テ 胃 内 ニ自 家膽 汁 其 ノ他 ノ溶

液 ヲ注 入 シ,同 様 ニ膽 汁瘻 ヨ リノ膽 汁量 ノ動搖 ヲ觀

察 セ リ.

第2節　 肝膽汁採取法ニ就 テ

膽汁 採取 ヲ目的 トス ル膽 汁瘻 ノ設 置 ニ關 シ文 獻 ヲ

渉 獵 スル ニ,膽 嚢瘻 ニ ヨル モ ノト總 輸管 瘻 ニヨル モ

ノ トニ 大 別 シ得.

膽嚢 瘻 ニヨル モ ノヲ見 ル ニ, Schwumm(1841)ハ

膽嚢瘻 ヲ設 置 シ,同 時 ニ 總 輸膽 管 ヲ結 紮 シ, Schiff

(1870)ハ 該 結 紮法 ヲ行 ハ ズ. Volborth(1917)ハ 此

際 總輸 膽 管瘻 ヲモ兼 設 シ, Iahermak(1900)ハ 一 部

ノ肝膽 汁 ヲ總輸膽 管 ヨ リ十 二指 腸 内 ニ,一 部 ヲ膽
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嚢 瘻 ニ ヨ リ體 外 ニ流 出 セ シム ル方 法 ヲ考 按 シ タ リ.

次 ニ總輸 膽 管瘻 ヲ設 置 シタル モ ノ ニハ,有 名 ナル

Pnwlow(1902).ノ 乳 頭 部 切離 腹壁 固 定法 ノ外Levo

scheff(1883)ノ 丁字 管 挿入 法,更 ニMc Master etc

(1923),川 島(1923),櫻 井(1926)氏 等 ノ種 々 ノ方

法 案 出サ レ タルモ,之 等 ニハ純 肝 膽 汁採 取 ノ目的 ニ

ハ 夫 々種 々 ノ缺 點 ト不便 トア リ.然 ル ニ最 近吾 ガ教

室榊 原,内 田,新 藤 ノ3氏 ハ,之 等 ノ諸法 ノ難點 ヲ

概 ネ除去 セ ル新法 ヲ案 出サ レタ リ.即 チ總 輸 膽管 ハ

十 二 指 腸開 口部 ニ近 ク結 紮 シ,膽 嚢 ヲ肝臟 牀 ヨ リ剥

離 シ,膽 嚢 側 壁 ト十 二指 腸 トノ間 ニ吻 合 ヲ行 ヒ置 キ,

次 デ膽 嚢 底 部 ヲ開 キ,之 ヨ リ特殊 ノ硝 子 「カ ニュ ー

レ」 ヲ挿 入 シ外 部 ニ導 キ,膽 汁 ノ採 取必 要 アル場 合

ハ「カ ニ ュ ー レ」ヨ リ採 取 シ,然 ラザ ル場 合 ハ膽 汁 ガ

硝 子 管 側壁 ノ小 管 ヲ通 リテ 先 キ ノ膽 嚢十 二 指 腸吻 合

部 ヲ經 テ十 二指 腸 内 ニ流 出 ス ル樣 ニ セ リ.次 デ同 僚

第

1

圖

橋本氏ハ更ニ一新法タ考案シタ

リ.即 チ膽嚢ヲ穿刺曠置シ,總

輸膽管ヲ縱切シ,特 殊ナル硝子

管ヲ上方竝ニ下方ニ挿入シ,之

等ノ末端ニハ 「ゴム」管ヲ連結

シ,更 ニコレヲ圖 ノ如キ硝子管

ニ連結 シ腹 壁 ニ固 定 シ,必 要 ニ應 ジテ小 管aニ 「ゴ

ム」管ヲ挿入シテ肝膽汁ヲ採取シ,然 ラザル時ハ小

管bヲ 通 ジテ膽汁ヲ再ビ輸總膽管ニ歸リ,次 デ十

二指腸ニ流入スル如ク裝置セ リ.此 方法ハ榊原氏等ノ

法ニ出スレバ,吻 合術ヲ行ハザルコト竝ニ生理的十

二指腸開口部ヨリ膽汁ヲ排出セシムル ノ利アリ.

余ハ余ノ實驗目的ニ徴シ,恒 久的膽瘻ニハ單純總

輸膽管膽瘻法及ビLevoscheff.ノ考 ニ基ヅケル自家製

丁字硝子管挿入法ヲ用ヒ,一 時的膽瘻ニハ單ニ總輸

膽管ヲ縱切シ,小 硝子管ヲ挿入シ固ク緊縛シ,更 ニ

十二指腸開口部ニ近ク總輸膽管ヲ結紮シ,硝 子管ニ

ハ「ゴム」管ヲ連結シ,右 側腹壁ニ穿テル小孔ヨリ外

部ニ誘導シ,以 テ膽汁ヲ採取シ,腹 壁ノ正中切開創

ハ前述ノ如ク豫メ必要ニ應ジテ固定 シタル十二指腸

其ノ他胃及ビ腸ニ膽汁又ハ藥物ヲ注入シ得ル範圍ニ

於テ,可 及的密ニ縫合セ リ.而 シテ膽汁ノ分泌量ハ

呼吸ノ變化,其 ノ他ノ外部的刺戟ニヨリ著明ニ動搖

スルコトヲ顧慮シ,一 時的膽瘻設置ノ動物ニ對シテ

ハ可及的外部ヨリノ刺戟ヲ避ケシムルコトニ努メタ

リ.

而シテ實驗動物ハ常ニ空腹時ヲ選ビ,特 殊ナル場

合ニ於テハ實驗中ト雖モ一定時ニ一定食ヲ投與スル

コトトセリ.

第5章　 實 驗 成 績

第1節　 一時的膽瘻ニヨル實驗

余 ノ臨 牀 的 觀 察例 ハ,術 後 二次 的 ニ膽 瘻 ヲ形 成 シ

タル モ ノナ ル ガ故 ニ,這 ハ恰 モLevoscheffノ 創 意 セ

ル 丁字 管 總 輸膽 管瘻 ニ比 ス ベキ モ ノニ シテ,之 ニ依

ル實驗 ハ 後述 スル コ ト トシ,先 ヅ肝 膽汁 全 量 ガ,十

二 指 腸 ニ對 ス ル種 々 ノ操 作 ニ ヨ リテ如 何 ニ影響 サル

ル ヤ ヲ觀 察 ス ル タメ ニ,一 時 的 單純 總輸 膽 管瘻 ヲ作

リ之 ニ據 ル實 驗 ラ行 フ事 トセ リ.然 レ ドモ此 方法 ニ

ヨル事 ハ2-3ノ 難點 アル ヲ免 レザ ル ナ リ.即 チ動

物 ノ麻 醉劑 ニ ヨ リテハ 肝 膽 汁 ノ分 泌 ニ多大 ノ影響 ア

リ.仍 テ余ハ常ニ之ヲ顧慮シ,麻 醉劑ノ注射ハ可及

的少量 トシ,且 肝膽汁採取ニ就テハ常ニ單位時間中

ニ總輸膽管瘻ニ排出サルル膽汁量ガ一定ノ値ヲトル

ニ及 ビテ,始 メテ必要 ナル操 作 ヲ十 二指 腸 其 ノ他 ノ

部 位 ニ施 シ,以 テ麻 醉劑 ニ ヨル影響 ガ實 驗 成績 ノ劃

一 ツ妨 グル コ トヲ防 止 スル ニ努 メタ リ.尚 ホ之 ト共

ニ單 ニ麻 醉劑 ノ ミニ ヨル膽 汁分秘 量 ノ消 長 ラ檢 シ,

以 テ 實 驗例 ノ對 照 トセ リ.余 ハ犬 ノ麻 醉 ニハ 殆 ド常

ニ1%「 モル フイ ンス コボ ラ ミ ソ」溶液 ヲ,動 物 ノ體
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重1kgニ ツキ0.5ccノ 割ニ皮下注射ヲナシ,動 物ヲ

背位ニ固定臺ニ固定シ,腹 部正中切開ヲ行ヒ,復 部

内臟ニ肉眼的ニ病變ナキヲ確メタル後所要ノ實驗ヲ

開始セ リ.而 シテ膽瘻 ノ膽汁量觀察時間ハ概ネ3時

間乃至4時 間ヲ限度トセ リ.是 レ動物ノ衰弱ヲ顧慮

シタルガ故ナリ.

第1項　 膽汁十二指腸内注入ニヨル實驗

(I)自 家膽汁十二指腸内注入例

今 自家 膽 汁 ヲ動 物體 重1kgニ ツキ2ccノ 割合 ニ,

豫 メ腹 壁 ニ固定 シ置 キ タル十 二 指腸 内 ニ細 キ注 射 針

ヲ用 ヒテ 注入 シ,網 輸膽 管瘻 ニ排出 サ ル ル肝膽 汁 ヲ

30分 毎 ニ目盛 試驗 管 ニ採 取 ス ル ニ,第2竝 第3表 ノ

如 キ成績 ヲ得 タ リ.而 シテHijmuns vun den Bergh

氏法 ニヨ ル「ビ リビ ン」單位 ハ小 數點 第2位 以下 ヲ,

「ビ リル ビ ン」係 數 ハ第3位 以 下 ヲ切捨 テ タリ.又 注

入膽 汁 量 ヲ體 重1kgニ ツキ2ccト シ タルハ,動 物 ノ

十 二指 腸 ノ大 サ ヲ顧 慮 シ タル ト,比 較 的 大量 ノ膽 汁

ヲ一 時 ニ作用 セ シメ ン トシタル ニ外 ナ ラズ.

第2竝 ニ第3表 ヲ觀 ル ニ,自 家膽 汁 ヲ比 較 的多 量

ニ十 二指腸 内 ニ注 入 スル時 ハ,膽 汁量 ハ一 時減 少 ス.

然 レ ドモ 之 ノ ミヲ 以 テ 速 斷 スベ カ ラザ ルハ 勿 論 ナ

リ.即 チ麻 醉 劑 タル「モ ル フイ ンス コボ ラ ミ ン」ノ影

響 ヲ考 ヘザ ル ベ カ ラズ.「 モ ル フイ ンス コボ ラ ミ ン」

ガ膽 汁 排出 ヲ抑制 スル作 用 ア ルハ文 獻 ノ示 ス トコ 口

(Okamuru)ナ ル ガ故 ニ,之 ガ影響 ア リ シバ除 外 シ得

ザ ル ト共 ニ,更 ニ上 記 ノ要 約 ニ於 テハ,胃 液 ノ十 二

指 腸 内流 入竝 ニ膽 汁 ガ速 ニ小 腸 ニ移 行 スル コ トヲ防

止 スル ヌメニ幽門 部 及 ビ十 二指 腸下 部 ヲ結 紮 シア リ

故 ニ之等 ノ影 響 ヲ モ度外 視 ス ル ヲ得 ザ ル ト共 ニ,單

ニ十 二指 腸 ニ機 械 的 刺 戟 ヲ與 へ タル場 合 ヲモ考 慮

ニ入 レザ ル ベ カラズ.仍 テ之 ニ關 スル實 驗 ヲ追 試 セ

リ.

第2表　 總輸膽 管瘻,膽 嚢管結紮,幽 門部竝 ニ十二指腸下部結紮

犬Nr. 6 〓 體重6.2kg麻 醉1%「 モヒスコボラミン」1kgニ ツキ0.5cc

自家膽 汁12.4cc十 二指 腸 内注入(1kgニ ツキ2cc)

第3表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮,幽 門部竝 ニ十二指腸下部結紮

犬Nr. 47 〓 8.5kg麻 醉 前例ニ同ジ

自 家 膽 汁 十 二 指 腸 内 注 入(17cc)
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(II)麻 醉 劑「モル フインスコボラ ミン」ノ膽汁量ニ及ボス影響

1%「 モ ル フイ ンス コボラ ミン」體 重1kgニ ツキ

0.5ccノ 割 合 ニ皮 下 注射 ヲナ シ,總 輸膽 管 膽瘻 ヲ設

置シ,爾後比較的長時聞ニ亙 リテ膽汁量ヲ毎30分 檢

スルニ,第4竝 ニ第5表 ノ如キ成績ヲ得タリ.

第4表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮,幽 門部竝 ニ十二指腸下部結紮

犬Nr. 22 〓 6.0kg麻 醉 前例ニ同ジ(以 下特記セザル限 リ同樣)

第5表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮,幽 門部

竝 ニ十 二指 腸下部結紮

犬Nr. 34 〓 14.5kg

即 チ 余 ノ用 ヒ タル如 ク少 量 ノ 「モ

ル フイ ンス コボ ラ ミン」 皮 下 注射 麻

醉 ノ場 合 ニ於 テ ハ,余 ノ檢 シタ ル時

間 内 ニ於 テハ肝 膽 汁量 ハ 大 ナル動 搖

ヲ示 サズ.而 シテ該 膽 汁 内 ニ於 ケル

Hijmans van den Bergh氏 ニヨル

「ビ リル ビ ン」反 應 ニ モ亦 著 變 ナ シ.

(III)十 二指腸粘膜機械的刺戟 ト肝膽汁量

第6表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮,幽

門部竝ニ十二指腸下部結紮

犬Nr. 43 〓 13.0kg

十 二 指 腸 機 械 的 刺 戟

膽瘻設置後,膽 瘻ヨリノ肝膽汁ノ量ガ毎單位時間

ニ略ボ一定 ノ備ヲ保ツニ至 レル時,動 物腹壁切開創

ニ固定セル十二指腸乳頭部附近ニ,單 ニ注射針ヲ以

テ2-3 .ノ穿刺刺戟ヲ行ヒタル後,膽 瘻ヨリノ膽汁

量 ヲ時間 的 ニ觀 察 スル ニ,余 ノ試 ミタル方 法 ニテ ハ

肝 膽 汁量 ニ何等 ノ影 響 ヲ及 ボサ ザ 些ガ如 シ(第6表).

蓋 シ單 純 ナ ル機 械 的刺 戟 ニヨ リ肝 膽 汁量 ガ動 搖 ス

ル トセ バ,ソ ハ勿 論 反射 的 作用 ニ據 ルモ ノナ ル故 ニ

余 ノ觀 察 シ タル如 キ30分 毎 ニ 採膽 スル如 キハ 當 ヲ

得 ザ ル ナ リ.然 レ ドモ余 ノ之 ヲ試 ミタル理 由ハ,先

キ ノ十 二指 腸 内膽 汁 注入例 其 ノ他 ニ對 スル對 照 實驗

トシテ行 ハ ン トス ルモ ノニ シテ,其 ノ著 變 ナ キヤ素

ヨ リ明 カナ リ.
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(IV)小 括

上記實驗結果 ヨリ見ルニ,十 二指腸内ニ短時間ニ

比較的多量ノ膽汁存スル時ハ,肝 膽汁ノ排出量ガ輕

度ナガラ抑制サルルニアラズヤヲ思ハシム.然 レド

モ這ハ果シテ膽汁分泌量ガ減少セルヤ,或 ハ又總輸

膽管及ビ肝管ノ收縮ニヨリ膽汁ガ肝臟ヨリ排出サル

ルコトガ減弱セシヤハ不明ナルモ,上 記ノ場合更ニ

膽 汁 内「ビ リル ビ ン」反 應 ヲHijmans van den Bergh

氏法 ニテ檢 ス ル ニ,特 記 ス ベ キ變 動 ヲ認 メザ ル コ ト

前 表 ノ如 シ.更 ニ少 量 ノ「モル フイ ンス コボ ラ ミン」

皮 下 注射麻 醉 時 ニ於 テ ハ,犬 ノ肝膽 汁 量 ハ余 ノ觀 察

時間 内 ニテ ハ著 明 ナル 動搖 ヲ來 サ ズ.

第2項　 膽汁胃内注入ニヨル實驗

食物ガ胃ニ移行スル時ハ,肝 膽汁ノ反射的分泌亢

進スルハ周知ノ事實ナリ.仍 テ余ハ膽汁ヲ胃ニ注入

シ･同 時ニ食鹽水(0.85%)ヲ 十二指腸ニ注入シテ肝

膽汁量ヲ觀察シタルト共ニ,更 ニ膽汁ヲ十二指腸ニ

注入シ,岡 時ニ胃ニ食鹽水ヲ注入シテ同樣 ノ觀察ヲ

ナセリ.斯 ク交互ニ注入シタル理由ハ,胃 又ハ十二

指腸ニ食餌又ハ液體ノ存スル時,此 刺戟ノミニヨリ

テモ膽汁分泌ガ量的ニ動搖スベキヲ考慮ニ入レタル

ガ故 ナ リ.之 等 ノ方 法 ニ ヨル實 驗 的結 果 ハ第7乃 至

第10表 ノ如 シ.即 チ膽汁 ヲ胃 ニ,食 鹽 水 ヲ十 二指 腸

ニ注 入 シ タル場 合ハ 膽 汁分 泌量 ハ輕 微 ナ ガ ラ一 時 増

シ,膽 色素 ノ量 ハ之 ニ反 シテ小 値 ヲ トル モ 「ビ リル

ビ ン」係 數 ニハ著 變 ナ キ ニ反 シ,膽 汁 ヲ十 二指 腸 ニ,

食 鹽永 ヲ胃 ニ注 入 シ タル場合 ハ,膽 汁分 泌 量 ハ輕微

ナ ガ ラ一時 減弱 スル ト共 ニ,膽 色 素 量 ハ却 ツテ小 値

ヲ トル モ「ビ リル ビ ン」係數 ニハ同 樣 ニ著 變 ナ シ.

第7表　 總輸膽 管瘻,膽 嚢管竝 ニ幽門部結紮

犬Nr. 3 〓 5kg

膽 汁15cc胃 内 注入.食 鹽 水15cc十 二 指腸 内注入

第8表　 總輸 膽管瘻,膽 嚢管結紮,幽 門部竝 ニ十二指腸下部結紮

犬Nr. 14 〓 10.5kg

膽 汁21cc胃 内注入,食 鹽水21cc十 二指 腸 内注 入

231



2014 山 口 節 郎

第9表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管竝 ニ幽門部結紮

犬Nr. 4 〓 6kg

澹 汁12cc十 二指 腸 内 注入.食 鹽 水12cc胃 内 注入

第10表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮,幽 門部竝 ニ十二指腸下部結紮

犬Nr. 15 〓 8.5kg

膽 汁17cc十 二指 腸 内 注入,食 鹽水17cc胃 内 注入

由是觀 之,肝 膽 汁 ノ分 泌 ハ胃 又 ハ十 二指 腸 内 ニ食

餌 ノ移入 サ レタ ル時 バ 一般 ニ増 強 ス トハ定 説 ナ ル モ

膽 汁 ガ十 二指 陽 ニ比較 的 多量 ニ存 スル時 ハ稍 々 其 ノ

趣 ヲ異 ニ スル ガ如 キ感 ヲ深 カ ラ シム.而 シテ 余 ノ實

驗 ノ結 果 ニ ヨル ニ,膽 汁 ノ量 ト膽色 素 ノ値 トガ此際

逆 比例 ヲ ト レ リ.蓋 シ膽 汁 量 ガ増加 スル 時 ハ,膽 汁

酸 又 ハ膽色 素 等 ノ膽 汁 成分 ガ之 ニ伴 ヒテ 高値 ヲ トル

ハ 既知 ノ事實 ナル モ,此 關 係 ハ必 ズ シモ常 ニ一致 ス

ル モ ノニア ラズ.即 チ肝 臟 ニ於 ケ ル膽 汁 ノ分 泌 ガ比

較 的 不變 ノ値 ヲ トリツ ツアル時,種 々 ノ刺 戟 ニ因 リ

テ 分 泌量 ガ動搖 ス ル際 ハ,其 ノ刺戟 ノ性質 ニヨ リテ

主 成分 ニモ亦動 搖 アル ヲ首肯 シ得 べ シ.既 チ膽 汁水

分 ト膽 汁 成分 トハ分 離 シテ考 フ ベギ モ ノナ リ.中 川

氏 ノ實 驗 ニヨ レバ,肉 ヲ眺 メテ 膽 汁又 ハ胃 液 ノ分 泌

亢 進 スル モ,其 ノ際 膽汁 酸 ノ量 ヲ増 加 セ ズ ト.仍 テ

之等 ヲ綜 合 ス ル ニ.膽 汁 ノ量 ノ増加 ハ 必 ズ シモ常 ニ

膽 汁分泌 機 能 ノ亢進 ヲ意味 セ ズ シテ,水 分 ト膽 汁 成

分 トハ常 ニ分離 シテ考 フベ キ理 ナ リ.

第3項　 膽汁小腸内注入ニヨル實驗

食餌殊ニ脂肪ガ十二指腸内ニ移入サレタル時ハ,

膽嚢ガ反射的ニ收縮ヲ起スコトハ周知ノ事實ナ リ.

河石氏等ハ膽嚢收縮ヲ招來スベキ刺戟部位ハ十二指

腸 ニ限ラズ,即 チ膽嚢膽汁排出ニハ必ズシモ食餌ノ

十二指腸内通過ヲ要セズトチセリ.即 チ其 ノ實驗ニ

ヨレバ,食 餌殊ニ脂肪ガ小腸及及ビ大腸ノ初部ヲ通

過スル際ニモ之ガ腸壁ニ對スル刺戟ニヨリ反射的ニ

膽嚢ノ積極的收縮ヲ來スト斷ゼリ.膽 嚢收縮ノ程度
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ニ應 ジテ肝膽汁ノ分泌ガ動搖スルヤ否ヤハ不明ナル

モ,河 石氏等 ノ實驗成績ヨリスレバ,催 膽劑 トシテ

ノ作用旺盛ナル膽汁ガ小腸内ニ多量ニ移入サレタル

場合ニ於テモ,膽 嚢 ノ神經支配ト密接不可離 ノ關係

ニアル總輸膽管神經纎維延ヒテハ肝細胞 ノ同種神經

纎維ニモ亦隨ツテ多少ノ反射的影響アルべキハ想像

シ得ザルニアラズ.仍 テ余ハ空腸ニ膽汁ヲ注入シタ

ル場合ノ膽汁量ノ消長ヲ觀察セントシ,次 ノ如キ實

驗ヲ行ヘリ.

犬 ヲ1%「 モルフインスコボラミン」皮下注射麻醉

ノ下ニ開腹 シ,膽 嚢曠置,輸 膽管瘻設置ノ後,一 定

時間ノ後空腸ニ同犬膽汁ヲ注入シ,爾後30分 毎ニ肝

膽汁量 ノ消長ヲ觀察セリ.膽汁採取ハ30分 毎ナルガ

故 ニ,肝 膽汁 ノ稍 長ハ小 腸 内膽 汁注入 ニ ヨル反 射的

變 動 トハ言 ヒ難 ク シテ,寧 ロ「ホ ルモ ン」ノ作 用 卜考

フベ キカ.或 ハ腸管 ヨ リ吸 收サ レ タル膽 汁 自身 ノ肝

臟 刺 戟 ニ據 ル モ ノ トス ルガ至 當 ナ ラ ソ.即 チ腸 壁 ヨ

リ吸 收 サ レ タル膽 汁成 分 ガ,血 管 ヲ經 テ 肝臟 ニ達 ス

ルニ ハ僅 々數 分 ニ シテ足 ルガ故 ナ リ.仍 テ余 ハ次 ニ

小 腸 ヨ リノ吸 收 ヲ防 止 スル タメ,注 入 シタル 部 ノ腸

間 膜 靜脉結 紮 ニヨ ル實 驗 ヲモ加 ヘ タ リ.

第11竝 ニ第12表 ノ如 ク,空 腸 内 ニ膽 汁 ヲ注 入 ス

ル時 ハ,肝 膽 汁 ハ1時 間 乃至2時 間 ニ亙 リテ増 量 シ,

且此 際膽 色 素ハ高 値 ヲ トルモ「ビ リル ビ ン」係 數 ニハ

著 變 ナ シ.

第11表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮

犬Nr. 10 〓 12kg

自 家 膽 汁24cc空 指 腸 内 注 入

(註)空 腸内注入部位ハ十二指腸空腸皺襞
ヨリ約50cm下 部

(以下同ジ)

第12表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮

犬Nr. 12 〓 6kg

自 家 膽 汁12cc空 腸 内 注 入
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次ニ空腸内注射部位ヨリノ膽汁吸收ヲ妨ダル目的

ヲ以テ豫メ其 ノ部ノ血管ヲ結紮シ,同 時ニ其ノ下部

ニ於テ 空 腸 ヲ モ結 紮 シ タル モ ノニ於 テ同樣 ノ實 驗 ヲ

ナ ス ニ第13竝 ニ第14表 ノ如 シ.

第13表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮,室 腸靜脉竝 ニ空腸結紮

犬Nr. 49 〓 6.5kg

自 家 膽 汁13cc室 腸 内 注 入

第14表　 總輸膽管瘻 膽嚢管結紮,空 腸靜脉竝ニ空腸結紮

犬Nr. 50 〓 9.8kg

自 家 膽 汁20cc空 腸 内 注 入

此 際 靜脉 結紮 ヲ行 フ ニ當 リ,神 經 ノ損 傷 ヲ可及 的

避 ケ タル コ ト勿論 ナ リ.

第13竝 ニ第14表 ヲ見 ル ニ,膽 汁 注射 後約2時 間

ニ亙 リテ肝 膽 汁 増量 ア リ.而 シテ「ビ リル ビ ン」單 位

ハ 此 場 合 低値 ヲ トル.其 ノ係數 ハ稍 々下降 ス.

之 等4實 驗 ヲ綜 合 ス レバ,小 腸 内 ニ膽 汁 ヲ投與 ス

ル際 ハ膽 汁 ノ分 泌 ハ 一 時増 加 ス.而 シテ 此 原因 ガ反

射的 ナ ル ヤ,或 ハ膽 汁 ガ腸 管 ニ作用 スル コ トニ依 リ

テ起 ル「ホ ルモ ン」分泌 ノ平 衡 ニ移 動 ヲ惹 起 スル ニ據

ル ヤ,或 ハ更 ニ腸 管 ヨ リ吸 收 サ レタル膽 汁成 分 自 身

ガ肝 臟 ニ達 シ直接 之 ヲ刺 戟 スルヤ ハ 不明 ナ ルモ,少

ナ ク トモ之 等3方 面 ヨ リ ノ刺 戟 ガ肝臟 ノ分 泌 ヲ亢進

セ シメ得 ベ ヤハ 想像 シ得 ル コ トナ リ.
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第4項　 十二指腸靜脉結紮 ニヨル實驗

次 ニ余 ハ十 二 指腸 ヨ リ ノ吸 收 ヲ防 止 シタル時,膽

汁 ヲ十 二指腸 ニ投 與 セ ル場 合 ノ肝 膽 汁分 泌 量 ヲ觀 察

セ ン トセ リ.完 全 ニ十 二 指腸 ヨ リノ吸收 ヲ防止 ス ル

タメニハ上腸間膜靜脉ヲ結紮スベキモ,這 ハ肝臟ニ

著大ナル影響ヲ與フべキヲ以テ,余 ハ種々苦心ノ結

果,十 二指腸ニ於ケル靜脉ヲ結紮シ膽汁ヲ十二指腸

ニ注入シ,次 デ肝膽汁量ヲ觀察セリ.此 際神經竝 ニ

動脉 ノ損 傷 ヲ可及 的防 止 シ タ リ ト雖 モ,尚 ホ完 全 ヲ

期 シ難 カル ベ ク,亦 靜脉 結紮 ニ ヨル十 二指 腸 ノ鬱 血

及 ビ之 ニ據 リテ 二次 的 ニ惹起 ス べキ同 部神 經 ノ刺 戟

等 ガ,肝 臟 ニ直接 又 ハ間 接的 ニ或 ル影響 ヲ與 フルナ

ラ ン コ トハ不 可避 ノコ トナ ル ガ,少 ナ ク トモ之 ニ因

リテ膽 汁成 分 ノ何物 モ 血管 ヲ經 テ肝 臟 ニ達 スル ヲ防

止 シ得 タ リ ト信 ズ.

第15表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮,幽 門部竝 ニ十二指腸 下部結紮,十 二指 腸靜脉 結紮

犬Nr. 5 〓 6kg

自 家 膽 汁12cc十 ニ 指 腸 内 注 入

第15表 ニ示 ス ガ如 ク,注 入 後 ハ肝 膽 汁量 ハ約2時

間 ニ亙 リテ 輕 微 ナ ル減 少 ヲ示 セ リ.此 際膽色 素 ニハ

著 明 ナル變 化 ヲ認 メズ.即 チ 十二指 腸 ノ吸 收 ヲ防 止

シ タル場合 ニ於テ モ,膽 汁 ヲ十二指 腸 ニ比 較 的多 量

ニ移入 スル 卜キ ハ,肝 膽 汁 量 ガ一 時 減弱 ス ル ニア ラ

ザ ル カ ヲ思 ハ シム.余 ハ之 ト同樣 ノ實 驗 成績 ヲ尚 ホ

2-3ノ 犬 ニ就 テ經 驗 シ タルモ,面 モ 尚 ホ斯 ル場 合 ニ

既 述 ノ如 ク麻 醉劑 タル「モ ル フイ ンス コボ ラ ミン」ノ

作 用 ヲ度外 視 スル ヲ得 ザ ル ヲ以 テ,更 ニ他 ノ麻 醉劑

ニ シテ 膽汁 分 泌 ニ比 較 的 影 響 少 ナ キ モ ノヲ物 色 シ

「ウ レ タン」ヲ選 ビ,之 ニ ヨ リテ 同樣 ノ實 驗 ヲ行 ヒ タ

リ.其 ノ結 果第16表 ニ示 スガ如 ク反 對 ノ成績 ヲ得 タ

リ.即 チ膽色 素 反應 ニハ著變 ナ キモ,澹 汁量 ハ約2

時 間 ニ亙 リテ 増加 ス.

第16表　 總輸膽管瘻,膽 嚢剔出,幽 門部竝 ニ十二指腸下部結紮,十 二指腸靜脉結紮

犬Nr. 17 〓 55kg麻 醉20%「 ウ レタン」體重1kgニ ツキ10cc

自 家 膽 汁11cc十 二 指 腸 的 注 入
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由是觀之,「 ウレタン」溶液ノ水ガ此際重大ナル意

義ヲ有スルニアラザルカ,或 ハ余 ノ想像セル如キ事

實即チ十二指腸内ニ膽汁多量移入サルル時,肝 膽汁

分泌ガ一時抑制サルトノ機轉ガ全然生體ニ於テ存セ

ザルカハ今俄ニ斷定ノ限ニアラズ.

第5項　 十二指腸紳經切斷ニヨル實驗

十 二指 腸 ノ結 膜 刺 戟 ニ ヨ リ,膽 汁 ガ膽道 ヨ リ反射

的 ニ多 量 排 出 サ ルル コ トハ最 早 言 フヲ要 セズ.然 ラ

バ 余 ノ實 驗 ニ於テ,此 反 射 ヲ除 去 シ タル場 合 ノ實 驗

成 績 ハ如 何.是 レ最 モ余 ノ興味 ヲ持 ツ トコロナ リ.

余 ハ此 目的 ノ タメ ニ2-3ノ 實 驗 ヲ行 ヒ タルガ,其 ノ

1タ ル十 二 指 腸神 經 切斷 例 ニ 就テ述 ブ ベ シ.

之 ニ先 ダ チ肝 臟 ノ神經 支 配 ニ就 テ一 言 セ ン.膽 汁

ノ分 泌 ガ肝 臟 ノ直 接 又 ハ間 接 的神 經支 配 ニヨル ハ既

ニ多 數 ノ研 究 ア リ.肝 臟 ノ神經 分 布 ヲ見 ルニ,他 ノ臟

器 ト同 樣 ニ交 感竝 ニ副 交 換 神經 系統 ヨ リ支配 サ ル.

迷 走神 經 ノ左 幹 ハ前 胃神 經 叢 ヲナ シ,肝 臟 ニ逹 ス ル

モ ノハ 小網 ニヨ リテ肝 内 ニ達 ス.右 幹 ノ肝 臟 ニ分 布

ス ル モ ノハ後 胃神 經 叢 ヨ リ枝 ヲ發 シ,胃 ノ後 ヲ下 リ

テ 内臟 神 經 叢 ニ投 ズ.交 感 神 經纎維 ハ内 臟神 經 ニ含

マ ル.而 シテ之 等 兩神經 纎 維 ヲ含 メル内臟 神 經 ハ,

肝 動脉 ニ沿 ヒテ更 ニ肝臟 神經 叢 ヲナ シ,肝 臟 ノ實質

内 ニ入 ル モ ノハ此處 ニ於テ 神 經節 ヲ形 成 シ,其 ノ他

ノモ ノハ 輸 膽管,膽 嚢,幽 門 部,大 彎,十 二指 腸竝

ニ膵 臟頭 部 ニ亙 ル.

而 シテ迷 走紳經 纎 維 ハ肝 臟 ノ血 管 壁 ヲ擴大 シ,内

臟 神經 動 脉 叢 ハ營養 神 經纎 維 及 ビ血 管運 動神 經 ヲ肝

臟 ニ送 ル.

肝 機能 ニ對 スル 神 經 的 影 響 ニ就 テ 文獻 ヲ按 ズル

ニ, Pflugerハ 肝 臟 ニ獨立神 經 纎維 ヲ認 メズ ト云 ヒ,

 Heidenhninハ 其 ノ實 驗 成 績 ヨ リシテ肝 臟 ニ 獨立神

經 ア リトシ, Eiger及 ビLiahtenheltハ 迷 走 神經 ノ肝

臟 分 泌 促進 説 ヲ唱 ヘ. Alpernハ 之 ニ賛 シ, Neubnuer

ハ交 感神 經分 泌 促進 説 ヲ持 シ タリ.

由是觀 之.植 物神 經 ガ肝臟 ニ對 シテ 互 ニ拮 抗作 用

ヲ持 シ居 ルヤ,或 ハ共 ニ分 泌 ヲ促進 又 ハ抑 制 スルヤ

ハ尚 ホ論 議 ノ餘地 ア リ トス ルモ,少 ナ ク トモ肝 臟 ノ

分 泌 機轉 ガ 植物 神經 系統 ノ影響 ヲ蒙 ル コ トハ明 カナ

リ.

飜 ツテ考 フル ニ,余 ノ試 ミ タル十 二指 腸 神 經 切斷

ガ,果 シテ 根 本的 ニ十 二指 腸 ト肝臟 トノ直 接 的神經

連 絡 ヲ絶 縁 シ得 タ リヤ ハ尚 ホ論 議 ノ餘地 ア ラ ンモ,

余 ハ余 ノ實 驗 ノ目的 上之 ヲ敢 行 セ リ.

即 チ既 述 ノ如 キ要 約 ノ下 ニ犬 ヲ開 腹 シ,十 二指 腸

管壁 ニ注 ゲル血 管 ヲ可 及的 損傷 セザ ル樣注 意 シ ツツ

仔 細 ニ分 離 シ,次 デ十 二指 腸 ニ分布 セ ル神 經 纎維 ヲ

切斷 ス.而 シテ膽 汁瘻 ヨ リノ膽 汁 ノ量 ガ,毎 單 位時

一定 値 ヲ示 ス ニ至 リ,體 重1kgニ ツキ2ccノ 自家

膽汁 ヲ十 二 指 腸内 ニ注 入 シ,爾 後30分 毎 ニ膽 汁排 出

量 ヲ檢 セ リ.其 ノ成續 ハ第17乃 至 第19表 ノ如 シ.

第17表　 總輸膽 管瘻,膽 嚢管結紮,幽 門部竝 ニ十二指腸 下部結紮,十 二指腸神經切斷

犬Nr. 9 〓 9.8kg

自 家 澹 汁19.6cc十 二 指 腸 内 注 入
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第18表　 總輸膽管瘻,膽 嚢剔 出,十 二指腸神經切斷

犬Nr. 19 〓 8.5kg

第19表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮,十 二指腸神經 切斷

犬Nr. 20 〓 12.2kg

尚ホ此際神經切斷ノ後ハ,十 二指腸ノ一部ヲ腹壁

創縁ニ固定シ膽汁注入ヲ容易ナラシメ,腹 壁ノ大部

分ハ可及的密ニ縫合シタルコト前述ノ如シ.

第17竝 ニ第19表 ヲ見ルニ,膽 汁十ニ指腸内注入

後約1時 間30分 ニ亙 リテ輕微ナル膽汁増量アリテ

膽色素反應亦上昇スルモ,第18表 ニ於テハ著變ナ

シ.

蓋 シ十 二指腸 ノ神經 ノ ミヲ完 全 ニ切斷 ス ル コ トハ

至難 ト云 フベ ク,亦 之 ヲ期 シ得 ル トモ之 ニ據 リテ直

接又 ハ 間接 ニ肝 臟 ニ影 響 ヲ與 フベ キハ否定 シ得 ザ ラ

ンモ,余 ハ上記 成績 ヲ下 ノ如 ク解 セ ン トス.即 チ神

經 切斷 ノ結 果,十 二指 腸 ニ於 ケ ル神 經 ノ傳 達斷 タ レ

タル ヲ以 テ,注 入 サ レ タル 膽 汁 ノ十 二指 腸 粘 膜刺 戟

ニ ヨル反 射 ガ消 失 シ,該 膽 汁 ガ吸 收 セ ラ レ肝臟 ニ達

シ,始 メテ 催膽 的 ニ作用 シタル ガ故 ニ膽 汁分 泌 ノ増

加 ヲ招 來 セ ル ニア ラズヤ ト.

第6項　 輸膵管結紮ニヨル實驗

膵 「ホ ル モ ン」ナ ル「イ ン シュ リン」ハ, Brugsch u.

 Horster(1924),櫻 井 英一 氏 ニ ヨ レバ膽 汁分 泌 ヲ促

進 ス ト云 フ.余 ハ 余 ノ實 驗 ニ於テ,膵 液 ガ直 接十 二

指 腸 ニ排 出 セ ラ レザ ル場 合 ノ如 阿 ヲ知 ル タメニ輸 膵

管 ヲ結 紮 シ同 樣 ノ實 驗 ヲ試 ミタ リ.

即 チ動物 ヲ開腹 シ, 2ツ ノ輸 膵管 ヲ結紮 シ,次 デ

十 二指 腸 内 ノ膵液 ノ作用 ヲ除去 ス ル 目的 ヲ以 テ 「ブ

イ ヨ ン」ヲ約20cc十 二指 腸 上端 部 ニ注 入 シ, 15分 後

更 ニ食 鹽水 ヲ注入 シ ヨク洗 滌 シ タル後,始 メテ 肝膽

汁 量 ヲ採 取 シ姶 メ,略 ボ一定 ノ單 位時 間 排出 量 ヲ見

自 家 膽 汁17cc十 二 指 腸 内 注 入

自 家 膽 汁24.4cc十 二 指 腸 内 注 入
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ル ニ及 ビテ膽 汁 ヲ十 二指 腸内 ニ注 入 セ リ.其 ノ結 果

ヲ觀 ル ニ略 ボ一定 ノ成 績 ヲ得 タ リ.仍 テ其 ノ1例 ヲ

示 セバ第20表 ノ如 シ.

第20表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮,幽 門部竝 ニ十二指腸 下部結紮,膵 管結紮

犬Nr. 51 〓 11kg

之 ニヨレバ膵液ガ十二指腸内ニ存スルト否トハ,

余 ノ目的トスル實驗的結果ニハ大ナル意義ナキガ如

シ.即 チ膵管 ニ何 等 ノ操 作 ヲナサザ リシ例(第2表,

第3表)ト 略 ボ同樣 ニ膽汁 量 ノ一時 的 減 少 ヲ見 ル.

第7項　 肝管ヨリノ膽汁排出量 ニ就テ

既述 ノ實驗ニ於テ,余 ハ肝膽汁採取ニハ常ニ總輸

膽管瘻ニ據レリ.蓋 シ總輸膽管瘻 ハ肝膽汁全量ヲ得

ルニハ最良法ナルモ,解 剖學的關係ト生理的機能 ト

ヲ顧慮セバ,純 肝膽汁 ト總輸膽 管瘻 膽汁 トハ自ラ

稍 々趣 ヲ異 ニスル モ ノ ト思 惟 サル.仍 テ余 ハ肝 管瘻

ヲ設 ケテ 十二 指 腸 ニ2-3ノ 操 作 ヲナ シ タル際 ノ肝

膽 汁 量 ヲ觀 察 シ タ リ.

(I)硫 酸 「マグネシウム」十二指腸内注 入例

犬 ヲ前 記 ノ如 キ要約 ノ下 ニ開腹 シ,肝 管a.及 ビb.

ヲ設 ケ,一 定 時 間 ノ後20%硫 苦 ヲ十二 指 腸 内 ニ注

入 シ,爾 後肝 管 ヨ リノ膽 汁 量 ヲ觀 察 ス ル ニ 第21表

ノ如 シ.

第21表　 肝 管 瘻(a.竝 ニb.)

犬Nr. 8 〓 8kg

即 チ約2時 間 ニ亙 リテ 肝 膽汁 量 ハa, b共 ニ増 加 ス.故 ニ硫苦 ハ 明 カ ニ膽 汁 分泌 亢 進劑 タル ニ疑 ナ シ.

自 家 膽 汁22cc十 二 指 腸 内 注 入

硫 苦(20%)10cc十 二 指 腸 注 入
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(II)十 二指腸内膽汁注 入例

次 ニ第22表 竝 ニ第23表 ニ示 ス ガ如 ク,余 ハ肝管

瘻 ト總輸 膽 管瘻 トヲ同 時 ニ設 置 シ,次 デ十 二指 腸 内

ニ自家膽 汁 ヲ注入 シ.兩 膽 汁瘻 ヨ リノ膽 汁 ノ量 ヲ觀

察 シタル ニ,「 モ ル フイ ンス コボ ラ ミン」皮 下注 射麻

醉 ニヨル場 合 ハ(第22表),肝 膽汁 ハ殆 ド特 記 ス ベ

キ動 搖 ヲ招 來 セザ ル ニ反 シ,「 ウ レタ ン」皮 下注 射 ニ

ヨル場 合 ハ(第23表)著 明 ニ増 加 セ リ.コ レ前述 ノ

如 ク「ウ レタ ン」溶 液 ノ水分 ガ多 量 ナ ル故 ニ據 ル ナ ラ

ンモ,元 來「ウ レタ ン」ガ肝臟 ノ分 泌 ヲ促進 ス ル作 用

アル ニア ラ ズヤ ヲ思ハ シム.

第22表　 總輸膽管瘻,肝 管瘻,膽 嚢管結紮

犬Nr. 52 〓 12kg

第23表　 總輸膽管瘻,肝 管瘻,膽 嚢剔出

犬Nr. 16 〓 8kg 麻醉20%「 ウ レタン」

第8項　 種々ノ神經毒十二指腸内注入ニヨル實驗

次 ニ余 ハ 植物神 經 毒 例之 「ビ ロ カル ビ ン」及 ビ「ア

ドレナ リ ン」 等 ヲ十 二指 腸内 ニ注 入 シ,更 ニ膽 汁又

ハ食 鹽水 ヲ十 二指 腸内 ニ注 入 シ,之 ニヨ リテ 肝膽 汁

量 ノ動搖 ア ルヤ ニ就 テ 觀 察セ リ.

(I) 1%鹽 酸 「ビ ロカル ビ ン」ヲ體 重1kgニ ツキ

0.5ccノ 割 ニ十 二指 腸 ニ注入 シ, 5分 間 經過 ノ後 ニ自

家 膽 汁 ヲ體重1kgニ ツキ2ccヲ 同樣 ニ十 二指 腸内

ニ注 入 シ,爾 後30分 毎 ニ膽汁 ノ量 ヲ觀察 スル ニ,

第24表A.ノ 示 ス如 ク,注 入後30分 ニハ膽 汁 量約2

倍 トナ リ, 1時 間 ニテ 最高値 ヲ トリ,爾 後 約3時 間

ヲ經過 スル モ注 入前 ノ2倍 強 ノ高値 ヲ トレ リ.次 ニ

膽 汁 ノ代 リニ食 鹽 水 ヲ用 ヒ同 樣 ノ實驗 ヲ別 ノ動 物 ニ

於 テ 行 ヒ タル ニ,第24表B.ノ 如 ク注 入後30分 ヨ リ

90分 ニ亙 リ輕 微 ナ ル増量 アル モ,前 者 ニ比 ス レバ甚

ダ シキ差 ア リ.即 チ豫 メ十 二指 腸 内 ニ 「ビ ロ カル ビ

ン」 ヲ注 入 シ置 ク時 ハ,膽 汁 ヲ注入 ス レバ肝 膽 汁分

泌 量 ハ食 鹽水 ノ場合 ヨ リモ著 明 ニ増 強 ス.

自 家 膽 汁24cc十 二 指 腸 注 入

自 家 膽 汁16cc十 二 指 腸 注 入
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第24表　 總 輸 膽 管 瘻,膽 嚢 管 結 紮

A.犬Nr. 36 〓 18kgB.犬Nr. 39 〓 8kg

(註)「 ピ ロ カ ルピ ン」濃 度1%

體 重1kgニ ツキ0.5cc

惟フニ之等 ノ實驗ニ於テハ,幽 門及ビ十二指腸ハ

結紮セザ リシガ故ニ之モ亦アル因子トナルべキモ,

恐 ラク上記 ノ膽汁分泌ノ増量ハ主トシテ腸壁ヨリ吸

收サレタル藥物竝ニ膽汁又ハ食鹽水ガ肝臟ニ對 シテ

直接催膽的刺戟ヲ與ヘタルニ因ルナラン.

(II)次 ニ1‰ 鹽 化「ア ドレナ リン」ニ就 テ前 ト同

樣 ノ實 驗 ヲ行 ヒ タル ニ,其 ノ結 果 ハ第25及 ビ第26

表 ノ如 シ.鹽 化 「ア ドレナ リン」 ノ量 ハ體 重1kgニ

ツキ1‰ 溶液0.1ccノ 割 ニ注 入 シ タリ.

第25表　 總輸膽管瘻,膽 嚢管結紮

犬Nr. 41 〓 14.5kg

即 チ「ア ドレナ リン」ノ ミヲ十 二指 腸 内 ニ注入 スル

時 ハ,肝 膽汁 量 ハ30分 乃 至150分 ノ間 減少 ス(第

25表).

次 ニ「ア ドレナ リン」ト膽 汁 トヲ5分 ノ間 隔 ヲオキ

テ 十二 指 腸 内 ニ注 入 シ タル場 合 ニ於 テ モ.更 ニ 「ア

ドレナ リン」 ト食 鹽 水 トヲ同 樣 ニ注 入 シ タル場 合 ニ

於 テ モ,略 ボ同樣 ニ膽 汁 量ハ 一 時減少 ス(第26表

A, B)

「ピ ロカ ルピ ン」十 二指 腸 注入

膽 汁36cc十 二 指 腸 注 入

「ピ ロカ ルピ ン」十二指 陽注 入

食 鹽水16cc十 二 指 腸 注 入

1‰ 「ア ド レ ナ リ ン」1.45cc十 二 指 腸 注 入
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第26表　 總輸膽 管瘻,膽 嚢管結紮

A.犬Nr. 44 〓 11kgB.犬Nr. 46 〓 7.5kg

只食 鹽 水 ノ場 合 ニ於 テハ,膽 汁量 減少 ノ程 度稍 々

少 ナキ モ,動 物個 々 ノ状 態 竝 ニ注 入 セ ル 「ア ドレナ

リン」 ノ濃度 ト膽 汁 トノ比 ニ ヨ リテ ハ 自 ラ多 少 ノ差

ア ルベ キ モ ノ ト考 ヘ ラル.

文 獻 ニ徴 ス ル ニ,「 ア ドレナ リン」ガ膽 汁排 出 ニ對

スル反 射 作用 ハ一 過 性 ノ場 合多 シ(高 野).余 ノ實驗

例 ニ於 テ,膽 汁 ノ分 泌量 減少 ノ持 續 時 間 ノ比較 的長

時 間 ニ亙 レルハ,腸 管 ヨ リ吸 收 サ レタル 「ア ド レナ

リン」 ガ 更 ニ他 ノ因 子 ト共 ニ持 續的 ニ肝臟 ニ作用 セ

ル モ ノア ラ ンカ.

(III)次 ニ余 ハ「コ カイ ン」ヲ以 テ スル實 驗 ヲ試 ミ

タ リ.前 記 ノ實 驗 ニ於 テ,余 ハ藥 物 ヲ十 二指 腸 ニ注

入 シ,因 テ 以 テ此部 ノ交 感 副 交感 神 經纎維 ヲ夫 々刺

戟 シ タル状 態 ニ於 テ膽 汁 其 ノ他 ヲ注 入 シ,因 テ招 來

サ ル ル膽 汁量 ノ消 長 ヲ觀 察 セ ン ト企 圖 ン タルガ,「コ

カイ ン」 ノ場 合 ニ於 テ ハ十 二指 腸粘 膜 ノ反 射 ヲ除 去

或 ハ減 弱 セシメ タル 場合 ニ就テ 觀 察 セ ン ト考 ヘ タル

ナ リ.

即 チ先 ヅ「コ カイ ン」ノ ミノ作 用 ヲ知 ラ ン トシ,動

物 ヲ從 前 ノ如 ク1%「 モル フイ ンス コボ ラ ミン」 皮

下 注射 麻 醉 ノ下 ニ開腹 シ,總 輸膽 管瘻 ヲ設 置 シ,膽

汁 量 ガ毎 單 位時 間 内 ニ略 ボ一定 値 ヲ示 スニ至 リテ,

 5%鹽 酸 「コカ イ ン」ヲ體重1kgニ ツキ0.3ccノ 割 ニ

十 二 指腸 内 ニ注 入 シ タル後,膽 汁量 ノ消 長 ヲ觀 察 セ

リ.其 ノ結 果 ハ第27表 ノ如 シ.

第27表　 總 輸 膽 管 瘻,膽 嚢 管 結 紮

犬Nr. 28 〓 7.0kg'

5%「 コ カ イ ン」2.8cc十 二 日 腸 注 入

(1kgニ ツ キ0.4cc)

「ア ド レ ナ リ ン」1.1cc十 二 指 腸 注 入

膽 汁22cc十 二 指 腸 注 入 「ア ド レ ナ リ ン」0.75cc十 二 指 腸 注 入

食 鹽 水15cc十 二 指 腸 注 入
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即 チ「コカ イ ン」ヲ十 二指 腸 内 ニ注 入 ス ル時 ハ,肝

膽 汁ハ 一 時 減量 ス.余 ノ方法 ニヨ リテハ 其 ノ時 間 ハ

約1時 間 ナ リ.岩 永 氏 ノ實 驗 ニ ヨ レバ,恒 久的 十 二

指 腸瘻 ヨ リ5%「 コカイ ン」ヲ注 入 ス ル時 ハ,乳 頭括

約 筋 ノ收 縮 ヲ來 タシ,膽 汁 ノ十 二指 腸 内排 出 ハ約40

分 間停 止 ス ト.彼 ト是 トヲ比 較 スルハ稍 々趣 ヲ異 ニ

ス ル モ,少 ナ ク トモ「コカイ ン」ハ膽 汁分 泌 ヲ抑 制 ス

ルハ明 カナ リ.

次 デ「コカ イ ン」注 入後 自 家膽 汁或 ハ食 鹽 水 ヲ注入

セ シニ,其 ノ結果 ハ第28表 ノ如 シ.即 チ「コカイ ン」

膽 汁併 用 ノ場 合 ハ約90分 ニ亙 リ輕 微 ノ減少 ア リテ,

「コカ イ ン」食 鹽水 併用 ノ場 合ハ之 ニ反 シ甚 ダ輕 微 ナ

ル増加 ア リ.

第28表　 總 輸 膽 管 瘻,膽 嚢 管 結 紮

A.犬Nr. 30 〓 6.4kgB.犬Nr. 37 〓 8.0kg

然 レ ドモ此實 驗 成績 モ前 記 「ビロカ ル ビ ン」,「ア ド

レナ リン」 ノ場合 ト共 ニ別 箇 ノ動 物 ニ就 テ得 タル モ

ノナ レバ,動 物 體個 々 ノ状 態 ニヨ リテ藥 物 ニ對 スル

反應自ラ異ナルガ故ニ,此 成績ヲ以テ直ニ膽汁ノ作

用 ヲ云爲 ス ル ハ誤 テ リ.

(IV)小 括

第8項 ノ實 驗成 績 ヲ小 括 スル ニ,「 ビ ロカ ル ビ ン」

ト膽 汁,「 ビ ロカ ル ビ ン」ト食 鹽水 ヲ夫々 動物 ノ十 二

指 腸 内 ニ注 入 ス ル時 ハ,兩 者共 ニ一 時 肝膽 汁 量増 加

ス.而 シテ食 鹽水 ノ場 合 ハ 稍 々低値 ヲ トレ リ.

次 ニ「ア ドレナ リン」ヲ十 二指 腸 内 ニ注入 スル時 ハ

肝膿 汁量 ハ一 時 減少 ス.而 シテ 更 ニ之 ト膽 汁 又ハ食

鹽 水 ヲ夫 々5分 間 ノ間 隔 ヲオ キテ注 入 ス ル時 ハ共 ニ

膽 汁 量減 少 界 ル モ,「 ア ドレナ リン」ノ ミヲ注入 シ タ

ル場 合 ヨ リモ其 ノ程 度 稍 々輕 微 ナル ヲ見 タ リ.

更ニ「コカイン」ヲ十二指腸内ニ注入スル時ハ膽汁

量ハ一時減少ス.コ レト「アドレナリン」ノ場合トヲ

比スルニ其ノ差著明ナラズ.而 シテ「コカイン」ト膽

汁又ハ「コカイン」ト食鹽水ヲ併用シタル場合ヲ比ス

ルニ,前 者ニ於テハ輕微ナル膽汁量ノ減少アルニ反

シ,後 者ニ於テハ甚ダ輕微ナル増量アルガ如シ.

仍テ之等ヲ通覽スルニ,上 記ノ藥物ノ作用ハ其 ノ

反射作用ニ據ルヤ否ヤヲ論ゼズ肝膽汁 ノ分泌竝ニ排

出ニ關シ,夫 々促進又ハ抑制的ニ作用 シタルコト從

「コ カ イ ン」2.56cc十 二 指 腸 注 入

膽 汁12.8cc十 二 指 腸 注 入

「コ カ イ ン」3.2cc十 二 指 腸 注 入

食 鹽 水16cc十 二 指 腸 注 入
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來 ノ文 獻 ノ示 ス ト コ ロト異 ナ ル コ トナ シ.而 シテ此

場 合膽 汁 ヲ併 用 シ タル 時 ノ實 驗成 績 ハ一定 ノ成 績 ヲ

得 ズ.即 チ膽 汁 ハ一 時 抑制 的 ニ作 用 シタ リ ト思 ハル

ル場 合 ト,之 ニ全 ク相 反 ス ル場合 トアル ヲ見 タ リ.

蓋 シ余 ノ之 等 ノ實驗 ハ,既 ニ述 べ タル如 ク 「モ ル

フイ ンス コボ ラ ミン」 麻 醉 ノ下 ニ開 腹 セル犬 ニ於テ

ナ シタル モ ノナ レバ,之 ガ單 獨 ノ肝臟 ニ對 ス ル影響

竝 ニ之 ト他 ノ十 二 指腸 内 注入 藥 物 トノ同時 的影 響,

更ニ之等ニ膽汁又ハ食鹽水ヲ加へ用ヒタル時ノ同時

的影響アルヲ顧慮セザルベカラザルト共ニ,動 物ノ

個々ノ性状ヲモ考慮ニ入レザルべカラズ.故 ニ肝臟

ニ於ケル膽汁分泌機轉ハ,此 場合甚ダ複雜ナルニヨ

リ,必 ズシモ常ニ一定ノ成績 ヲ得ザリシナラン.仍

テ余ハココニハ單ニ上記2-3藥 物ガ,膽汁分泌ニ就

テ促進又ハ抑制ノ作用アルヲ追試セルヲ證スルニ止

ムべシ.

第9項　 「オツデイ」氏括約筋 ノ緊張度ニ關スル2-3ノ 實驗

正常 ノ場 合,膽 汁 ガ十 二 指腸 内 ニ排 出 サル ル ニ當

リ,「 オ ツデ イ」氏括 約筋 ガ重 大 ナル役 目ヲ演 ズ ルハ

言 ヲ俟 タザ ルモ,之 ガ機 能 ハ肝臟 ノ分 泌状 態 竝 ニ膽

道 内壓等 ト密 接 不 可離 ノ關係 ア リ.十 二指 腸 内膽 汁

排出 ニ關 スル研 究 ハ少 ナ カ ラズ.殊 ニ膽 道 ノ神經 支

配 ニ關 ス ル問題 ハ,古 來甚 ダ屡 々論 議 サ レタル トコ

ロナル モ,諸 家 ノ説 ク トコロ令尚 ホ一 致 ヲ缺 ク點 ナ

キ ニア ラ ズ.余 ハ膽 汁 及 ビ2-3ノ 溶液 ヲ十 二指 腸

ニ注 入 シ,「 フアー ター」氏乳 頭 ノ開 閉 ノ状 ヲ觀 察 シ

タル ガ,之 ヲ記 スル ニ先 ダ チ膽汁 排 出機 轉殊 ニ膽 道

ノ神 經支 配 ニ關 スル文 獻 ヲ略 述 スベ シ.

[文 獻]膽 汁 ガ絶 エ ズ十 二指 腸 ニ淋歴 セザ ルハ,

膽 道 ノ十 二指腸 開 口部 ニ 「オ ツデ イ」 氏括約 筋 ア リ

テ,之 ガ生 理 的 ニ一定 ノ緊張 度(Tonus)ヲ 有 スル ニ

因 ルモ ノニ ンテ,之 ガ存在 ハ明 白 ナル事 實 ナ リ,然

レ ドモ膽 汁 ノ十 二 指 腸 内排 出機轉 ニ關 シ,「 オ ツデ

イ」氏括 約 筋 ノ弛 緩 ニ應 ジテ膽 道(膽 嚢 ヲ含 ム)ガ 被

働 的 ニ萎 縮 シテ膽 汁 ガ排 出 サ ル トナス モ ノ ト,膽 嚢

竝 ニ膽 道 筋 ノ積極 的 收 縮 ガ主要 ナ リ トナ ス モノ ト,

更 ニ之 等 ハ神 經 的 ニ二 重支 配 ヲ受 ケ,刺 戟 ニ對 シテ

同時 ニ反 射 的 ニ收 縮 或 ハ弛緩 ンテ膽 汁 ヲ排 出 ス トナ

ス ノ3方 面 ノ解 釋 ア リ.

Winkelstein(1923), Aschner(1925)等 ハ膽 嚢 内

容 排 出機 轉 ニ就 ナハ 受働 的 排 出説 ヲ唱 ヘ タルガ,次

デKodama u. Graham(1926)モ 膽 嚢 ノ能働 的收 縮

説 ヲ排 シ タリ.即 チ肝 臟 ノ膽 汁 分 泌亢 進 シ,膽 汁 ガ

流 出 スル ニア タリ,膽 嚢管 口通 過 ノ時 水流 吸 引式 ニ

膽 嚢内 容 ヲ吸 引 スル コ ト及 ビ腹 腔 内壓 ノ變 化 トニヨ

リテ膽 嚢内容 ハ排除 サ ル ル モ ノニ シテ,此 際膽 嚢 ハ

「オ ツデイ」 氏括 約筋 ノ弛緩,「 フ アー ター」 氏乳 頭

ノ開 大 ニ應 ジテ被働 的 ニ萎 縮 ス ルモ ノナ リ ト.次 デ

Haberland(1926)モ 膽 嚢 ノ自働 的 排 出作用 ヲ認 メザ

リキ.

然 ル ニWhitaker(1926)ハ 動 物實 驗 ニ據 リ,膽 嚢

ノ膽 汁 排 出 ハ膽 嚢 ノ筋 層 ニ ヨ リテ行 ハ ル ルモ ノ ニ シ

テ,膽 嚢 周圍 ヨ リ ノ因子 ハ認 ム ベキ作用 ナ シ ト述 べ,

膽 汁 ノ排 出 ハ反 射作 用 ニ因 ル モ ノニ シテ此 際 「オ ツ

デ イ」 氏 筋 ハ單 ニ膽 汁 ヲ膽 嚢 内 ニ潴 溜 セ シム ル作用

ア ル ニ過 ギズ トセ リ.

最 近 河石,白 井 兩氏 ハ人 體 ニ於 ケ ル膽 嚢撮 影 法 ニ

依 リテ得 タル結 果 ヨ リ,膽 嚢膽 汁 ノ排 出 ノ主 力 ハ膽

嚢 自 ラ ノ能 働 的收 縮 ニヨ リテ 行 ハ ルル モ ノニ シテ,

肝臟 ヨ リ ノ膽 汁 流 出 ノ壓 力ハ膽 嚢内 容排 出 上僅 ニ有

效 ニ作用 スルニ過 ギズ トセ リ.

膽 嚢 ガ生 體 内 ニ於 テ モ或 ハ マ タ剔 出 サ レ タル後 ニ

於 テ モ,自 發 的 收縮 ヲナ ス コ トハ 既 ニDoyon, Bain

bridge u. Dale, Okada等 ノ研 究發 表 ニヨ リ夙 ニ知

ラ レ居 ル コ トナル モ,近 來 膽道 ニ關 スル神 經 學的 研

究 旺 盛 トナ ルニ隨 ヒ,膽 道 ハ交 感迷 走 兩神 經 ノ二 重

支配 ヲ受 ケ居 リ,「 オ ツデ イ」氏 括約 筋 ノ弘緩,「 フ
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ア ー タ ー」 氏 乳頭 ノ開大 ト膽 嚢 内容 ノ排 出 トハ 不 可

分 ノモ ノ ニ シテ,之 等 ハ常 ニ反射 的 ニ同時 ニ收 縮 或

ハ 弛緩 ヲナ ス トノ説漸 次認 メ ラル ル ニ至 レ リ.仍 テ

膽 道 ノ神 經 支 配 ニ關 スル文 獻 ヲ更 ニ抄 録 スル ニ,

 Heidenhainハ 犬 ニ於 ケ ル實 驗 ニ據 リテ,脊 髓 ノ刺

戟 ガ膽汁 流 出 ヲ,始 メハ増 加 セ シ メ後 ニハ 減 少 セ シ

ム ル コ トヲ認 メ,此 現象 ヲ次 ノ如 ク解 セ リ.即 チ膽

汁 流 出ハ全膽 道 ノ收 縮 ニ因 ルモ ノニ シテ,始 メノ膽

汁 増加 ハ膽 嚢 ノ收 縮 ニ因 リ,次 デ膽 汁 ノ減 少 スルハ

肝 臟 内肝 管 ノ收縮 ニ ヨ リ肝 細胞 分 泌 ニ抵抗 シ,其 ノ

分泌 ヲ減少 セ シム モ ルナ リ ト.

Doyonハ 交 感 神 經 ヲ刺 戟 シテ膽 道全 部 ノ收 縮 ヲ

見,且 交 感神 經 ノ中樞端 刺 戟 ハ,膽 嚢及 ビ 「オ ツデ

イ」 氏 括 約 筋 ノ弛緩,迷 走神 經 ノ中 樞端 ハ括約 筋 ノ

弛緩 ト同 時 ニ膽 嚢 ノ收 縮 ヲ惹 起 シ,迷 走 神經 ノ末 梢

端 ハ 何等 ノ影 響 ヲ及 ボサザ ル コ トヲ經驗 シ,膽 道 ノ

神 動神 經 ハ交 感 神 經 中 ニ包含 セ ラル ト斷 ゼ リ.

Freezeハ 内臟 神 經 ノ刺 戟 ニヨ リ膽 道 ノ收 縮 ニ促 進

ト抑 制 ト ノ兩方 面 アル ヲ認 メ,交 感 神 經纎 維 中 ニ兩

方 面 ノ纎 維 混 ズ ル モ ノ ト解 シ,且 促 進 機能 ノ方 ガ強

度 ナ リ ト云 ヘ リ.

然 ルニBainbridge u. Daleハ 稍 々反對 ノ見 解 ヲ持

テ リ.即 チ交 感神 經 ハ 主 トシテ抑 制纎 維 ヲ持 ツモ ノ

ニ シテ, Doyon及 ビFreezeノ 實 驗 ニ於 テ ハ,肝 臟 ノ

腫 脹及 ビ充 血 ニ因 ル筋 緊張 度 ノ増 加 ガ實 驗 ヲ複雜 ニ

シ タル モ ノニ シテ,血 壓極 度 ニ低 下 シ且又膽 嚢 ノ緊

張 度減 退 セル場 合 ニハ,交 感 神經 ハ 常 ニ膽 道 ニ對 シ

抑制 的 ニ作 用 ス トナ セ リ.但 シ同 氏 等 ハ右 側交感 神

經 ノ ミハ膽 道 ニ散 在 的 ニ膽 道弛 緩 性運 動神 經纎 維 ヲ

有 ス トイ ヘ リ.

Courtade u. Guyon及 ビBainbridge u. Daleハ,

膽 嚢 ノ運 動 促 進神 經 ハ迷 走神 經 纎維 ナル コ トヲ實 驗

的 ニ證 セ リ.殊 ニ前 者等 ハ,迷 走神 經 ヲ胸部 ニテ 切

斷 シ其 ノ末 梢 端 ヲ刺 戟 セ ル ニ,膽 嚢 ノ收 縮 ト共 ニ括

約筋 ノ開 大 ヲ見 タリ.而 モ輸膽 管 ニ於 ケル膽 汁 排出

促 進 作用 ハ,「 ア トロピ ン」ニ ヨ リテ妨 ゲ ラ レザ ル ガ

故 ニ,迷 走 神經 ノ刺 戟 ハ 括約 筋 ニ シテ抑 制 的ニ 作

用 ス ルモ ノ トセ リ.

Oddiニ ヨ レバ,犬 ニ於 テ ハ輸 膽管 括約 筋 ハ脊 髓 ノ

第 一腰 髓神 經 節 ノ高 サ ニア ル特 殊 ナル神經 中樞 ニヨ

リテ 支配 サ レ,此 中樞 ヨ リ膽 嚢 竝 ニ膽 道 ニ對 シ緊張

性 影響(tonische Impulse)ヲ 與 フルモ ノナ リトセ

リ.最 近 北 小路 氏 ハ神經 毒 及 ビ電氣 ニ據 ル刺戟ニ 因

リテ起 ル膽嚢 竝 ニ「オ ツデ イ」氏筋 ノ機 能 ヲ觀 察 シ,

兩 者 ハ交 感竝 ニ副 交 感神 經 ノ二 重 支配 ヲ受 ケ,交 感

神 經 ノ末 梢端 ヲ刺 戟 ス レバ 兩者 ヲ弛 緩 セ シメ,副 交

感 神 經 ノ末梢 端 ヲ刺 戟 ス レバ,收 縮 セ シム ル コ トヨ

リ,兩 者 ノ神經 支 配 ハ恰 モ腸 ト同樣 ノ關 係 ニア リト

云 ヘ リ.

岩 永 氏ハ 夙 ニFreaze, Bainbridge u. Dale等 ノ想

像 シタル交 感神 經 中 ニ促進 及 ビ抑制 ノ兩纎 維 ヲ含有

ス トノ説 ニ確 乎 ナル論 據 ナ キ ヲ指 摘 シ,更 ニ膽 道 ノ

炎 感神 經 支配 ハ解 剖 學的 關 係 ヨ リスレ バ主 トシテ右

側 ノ神 經纎 維 ニヨ リテナ サ ル ベ シ トナ シ,交 感神 經

本 來 ノ機 能 ハ犬 ニ於 テハ輸 膽 管括 約 筋 ノ緊張 度 ヲ亢

進 セ シメ,家 兎 ニ於 テハ 弛 緩 セ シムル モ ノニ シテ,

生 體 ニ於 ケル成績 ハ大部分 十 二指 腸 ヨ リノ影響 ニ因

ル モ ノナ リトセ リ.

Westphal(1922)ハ 總輸 膽 管十 二指 腸開 口部 附 近

ノ神 經支 配 ノ複 雜 ナ ル ヲ言 ヒ,輸 膽 管十 二指 腸 部 ノ

上部 筋層 ハ,輕 度 ナル迷 走神 經刺 戟 ニテ ハ開大 シ,

次 デ蠕 動 ヲ起 シ,強 度 ナ ル迷 走神經 刺 戟 ニテ ハ痙攣

状 ニ閉 鎖 シ,而 シテ此 閉鎖 ハ「ア トロピ ン」及 ビ交感

神 經刺 戟 ニテ全 ク弛緩 ス ト.而 シテ 「フア ータ ー」

氏 乳頭 部 ニハ ー ツ ノ隔 離 セ ル輪状 筋 ア リテ,コ レハ

輕 度 ナ ル迷 走神 經 刺戟 ニテハ 廣 ク開 大 シ迷 走神 經

ヲ「ア トロピ ン」ニテ 麻痺 セ シム ル カ,或 ハ交 感神 經

ヲ刺戟 スル 時ハ此 輪 状筋 ハ 閉鎖 ス ト言 ヘ リ.

斯 ク ノ如 ク,膽 道 ノ機 能 竝 ニ其 ノ神經 支 配 ハ頗 ル

,複 雜 ナ ルモ,交 感 副 交 感神經 ノ二重 支 配 ヲ受 ケ,以
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テ膽 汁 ノ潴 溜 及 ビ排 出 ガ膽 嚢及 ビ括 約筋 ノ間 ノ微妙

ナル 相互 的運 動 ニ ヨ リ,常 ニ平衡 ヲ得 ツツア ルハ明

白 ナル 事實 ナ リ.

[實 驗]余 ハ膽 汁 及 ビ其 ノ他2-3ノ 溶 液 ガ,十 二

指 腸 ニ注入 サ レ タル 時 ノ乳 頭 ノ反 射 的開 大 ニ就 テ觀

察 セ ン トシ,次 ノ如 キ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

前 日 ヨ リ絶食 セ ル健 康 中 等大 雄犬 ヲ1%「 モル フ

イ ンス コポ ラ ミン」體 重1kgニ ツキ0.5ccノ 割 合 ニ

皮下 注 射麻 醉 シ,之 等 背 位 ニ固定 シ正 中腹 切開 ヲナ

シ,乳 頭 部 反 對 側 ニ小 縱 切 ヲ行 ヒ乳頭 ヲ窺 ヒ得 ル如

ク シ,溶 液 ヲ乳 頭 ノ周 圍 ニ滴 下 スル カ,或 ハ胃 前壁

ニ穿 テ ル小 孔 ヨ リ 「ゾンデ」 ヲ挿 入 シ十 二指 腸球 部

ニ其 ノ末 端 ヲ止 メ,コ レ ヲ通 ジテ 溶 液 ヲ十二 指 腸内

ニ注 入 シ,其 ノ都度 「フ アー ター」氏乳 頭 ノ状 ヲ觀 察

セ リ.而 シテ 此際膽 嚢又 ハ輸膽 管 ニ對 シテ ハ可及 的

機械 的 刺戟 ヲ加 フル コ トヲ避 ケ タ リ.

(1)十 二指 腸 ニ何 等 ノ溶 液 ヲ注 入 セ ズ シテ 乳頭

ヲ窺 フニ全 ク閉 鎖 セ リ.文 獻 ニ依 レバ犬 ハ飢 餓 時 ニ

於テ モ十 二指 腸 内 ニ膽 汁 ヲ排 出 スル モ ノニシテ,コ

レヲLeertatigkeitト 稱 セ ル コ ト周 知 ノ コ トナル ガ,

岩 永 氏 ノ經 驗 ニ ヨレ バ飢餓 時 ニ於 テ ハ1乃 至2時 間

ノ間 隔 ヲ置 キテ 排 出 シ, 2乃 至7分 間 持續 シ タ リ ト.

余 ハ觀 察30分 間 ニシア乳 頭 ノ開 大 ヲ見 ザ リキ.

(2)「 ペ プ トン」水

3%「 ペ プ トン」水 ヲ胃 ニ挿入 セル 「ゾ ンデ」 ヲ通 ジ

數 滴 十二指 腸 内 ニ注 入 ス ルニ,乳 頭 部附 近 ニ達 スル

ニ及 ビ乳 頭ハ 直 チ ニ開 大 シ,次 デ2秒 間 ニ約1囘 ノ

間 隔 ニテ半 開 ノ儘6乃 至8囘 ノ開 閉運 動 ヲナ シタル

後 舊位 ニ復 ス.勿 論 乳頭 開 大 ノ度 ニ應 ジテ 透 明比 較

的 濃 緑 ノ膽 汁 乳頭 ヨ リ湧 出 ス.此 際膽 嚢 ノ状 ハ余 ノ

實 驗 ニテ ハ 不明 ナ リ,

次 ニ 「ぺ プ トン」水10ccヲ 「ゾ ンデ」ニ ヨ リ注 入 ス

ル ニ,乳 頭 ハ直 ニ開大 シ約30秒 ニシテ 開 大 最強 度

ニ達 シ,絶 エ ズ膽 汁 ヲ湧 出 シ, 1分 頃 ヨ リ漸 次前 述

ノ開 閉運 動 ニ ウ ツ リ,約2分 ニシテ靜 止 閉鎖 ス.

(3)硫 酸「マ グネ シウム」液

20%硫 苦 ヲ「ゾンデ」ヨ リ2cc注 入 ス ル ニ,直 チ ニ

乳 頭 開大 シ約1分30秒 ニ シテ開 口最大 トナ リ, 2分

余 ニ シテ舊 位 ニ復 ス.此 際 乳 頭 ノ開大 ハ「ペ プ トン」

水 ニ比 シ其 ノ程 度3乃 至4倍 ニ シテ,「 ペ プ トン」水

ノ如 ク開 閉 運動 ヲナサ ズ開大 持 續 的 ナ リ.故 ニ膽 汁

ハ 噴 出 ス ルガ如 ク排 出 サ ル.次 ニ大量 ヲ注 入 スル ニ,

前 同 樣 直 チニ開 大 シ,後 約3分 餘 ニ シテ舊 位 ニ復セ

リ.

(4)機 械 的 刺 戟

乳頭 ノ周 圍 ヲ,乳 頭 ニ觸 レザ ル樣 ニ細 小 ナル縫 合

絲 ヲ以テ刺 戟 スル カ,或 ハ胃 ニ挿入 セル「ゾンデ」ヲ

以 テ 幽門 部 ヲ刺 戟 スル 時ハ,常 ニ反射 的 ニ乳頭 ノ開

大 ヲ見 膽汁 ノ漏 出 ヲ見 ルモ,其 ノ開 大 微弱 ニ シテ3

乃 至4囘 ノ輕 度 ナ ル開 閉運 動 ノ後 ニ舊位 ニ復 ス.次

ニ此機 械的 刺 戟 ヲ連續 スル ニ,乳 頭 ハ前 ヨ リモ稍 々

大 ニ開 口 シ膽 汁 湧出 シ,刺 戟 ヲ中 止 ス レバ約10秒 ニ

シテ舊 ニ復 ス.

(5)膽 汁

上記 ノ觀 察 ヲナ シ タル後30会 經 過 シ,乳 頭 ノ周 圍

ニ別 ノ犬 ノ膽 嚢膽 汁 ヲ2-3滴 滴 下 スル ニ,乳 頭 ハ極

メテ微 弱 ニ開 口ス.其 ノ程 度ハ 細小 縫 合絲 ニ ヨル刺

戟 ト大 差 ナ ク,其 ノ開大 持續 時間 僅 ニ2-3秒 ニ過 ギ

ズ.次 デ 「ビペ ツ ト」 ヨ リ約20滴 ヲ靜 ニ乳頭 ノ周

圍 ニ滴 下 ス ル ニ,開 口稍 々大 トナ リ,開 口 シ タル儘

30秒 頃 ヨ リ漸次狹 小 トナ リ約1分 ニ シテ止 ム.次 デ

10ccノ 膽 汁 ヲ「ゾ ソデ」ヨ リ注入 ス ル ニ,乳 頭 ハ漸 次

開 口 シ約30秒 ノ後 最強 ニ達 ス.次 デ膽 汁 ヲ引 キ續 キ

注 入 ス ルニ乳頭 ノ開 口 ノ程度 ハ 漸 次微 弱 トナ リ,遂

ニハ全 ク閉鎖 セル ガ如 ク乳頭 ハ僅 ニ點 状 ニ窺 ヒ得 ル

ノ ミ.爾 後30分 間乳頭 ノ開 大起 ラズ.

(6)小 括

上 記 ノ觀 察 ヲ綜 合 スル ニ,「 ペ プ ト ン」及 ビ硫苦 ハ

諸 家 ノ言 ヘル如 ク常 ニ乳 頭 ノ反 射 的開 大 ヲ招 來 シ,

十 二指 腸 竝 ニ幽 門部 ノ機 械 的刺 戟 モ亦膽 汁 ノ反 射 的
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排出ヲ招來ス.然 ルニ膽汁ノ場合ハ稍々趣ヲ異ニス.

即チ乳頭ハ開大スルモ甚ダ微弱ニシテ,而 シテ間モ

ナク閉鎖ス.此 際多少ノ膽汁排出サルべキ筈ナルモ

著明ナラズ.即 チ其 ノ量ハ甚ダ微量 ト云フべシ.

素 ヨ リ余 ノ實驗 ハ「モ ル フイ ンス コボ ラ ミン」ノ麻

醉 下 ニ行 ヘル モ ノナル ニ ヨ リ,生 理 的 状態 トハ頗 ル

其 ノ趣 ヲ異 ニス ベ ケ ンモ,「 ぺ プ トン」水,硫 苦 ト異

ナ ル結 果 ヲ生 ゼ ル ハ何 ゾヤ.岩 永 氏 ノ實 驗 ニ ヨ レバ,

恒久 的 十 二指 腸瘻 ヨ リ膽 汁 ヲ十二 指 腸 ニ注 入 シ タル

後,膽 汁 ノ十二指 腸 内排 出 ノ状 ヲ見 タル ニ, 2例 ニ

於 テハ 何 等 ノ反 應 ナ ク1例 ニ於 テハ 注入 後45秒 ニ

シテ膽汁ノ排出1滴,次 デ3分 ヲ經過シタル後再 ビ

1滴 ノ排出ヲ見タルニ過ギズ.乃 チ同氏ハ是ニ因 リ

テ,十 二指腸ニ膽汁ヲ注加スルモ膽汁ノ反射的排出

ニハ殆ド見ルべキ影響ナシト結論セリ.

余ハ余ノ上記ノ實驗ノミヲ以テ結論スルモノニア

ラザルモ,少 ナクトモ膽汁ヲ十二指腸内ニ注入スル

トモ之ニ因ル膽汁ノ反射的排出ハ招來サルルトモ甚

ダ微量ニシテ,否 寧 ロ却ツテ乳頭ノ閉鎖ヲ招來シ,

アル時間中排出ヲ阻止スルニアラズヤト想像セント

スルモノナリ.

第2節　 恒久的膽瘻ニヨル實驗

前節ニ於テ,余ハ一時的膽瘻 ヲ設置シ,之ニヨリテ

種 々ノ操作ニヨル肝膽汁量ニ就テ觀察シタルガ,既

ニ述ベタル如ク余ノ臨牀的觀察例ハ,總 テ膽嚢剔出

竝ニ總輸膽管切開等ノ術後ニ招來セル輸膽管膽瘻 ナ

ルガ故ニ,之 ト同等ノ觀察ヲナサンニハLevoscheff

ノ創意ニヨル恒久的丁字管輸膽管瘻ヲ設置スルガ合

理的ナ リ.

仍テ余ハ丁字形膽瘻ヲ設置シタルト共ニ十二指腸

瘻 ヲモ兼設セリ.是 レ直接ニ十二指腸内ニ膽汁ヲ注

入シ得ルノ便アルヲ以テナリ.尚 ホ余ハ單ニ恒久的

總輸膽管瘻ヲ設置 シタルモノニ就テモ實驗ヲ試 ミタ

リ.

丁字形輸膽管瘻 ヲ設置スルニハ,犬 ヲ 「モルフイ

ンスコボラミン」皮下注射麻醉ノ下ニ正中開腹シ,

膽 嚢内容ヲ穿刺シ膽嚢管ヲ結紮シ,總 輸膽管ノ比較

的上部ヲ縱切シ,之 ニ豫 メ調製セル丁字硝子管ヲ挿

入シ,輸 膽管ヲ硝子管 ト共ニ固ク結束シ,以 テ硝子

管ノ離脱竝ニ膽汁漏出ヲ防止ス.硝 子管ハ小「ゴム」

管ニ連結シ,右 側腹壁ニ穿テル小孔ニ挿入セル金屬

「カニューレ」卜連結ス.該 金屬「カニューレ」ハ開閉

自由ナル螺旋ヲ有スル蓋 ヲ具備セルモノニシテ,腹

擘ニ固ク縫合固定セリ.次 デPawlow氏 法 ニ據リ十

二指 腸 「フア ータ ー」氏乳頭 ノ反對 側 ニ小 孔 ヲ穿 チ,

金 屬「カ ニュ ー レ」ヲ挿 入 ス.該 「カ ニュ ー レ」ヲ腸 壁

ニ固 定 スル ニハ,巾 着 縫 合 ヲナ シタル外2-3ノ 漿 液

膜 縫合 ヲモナ シタ リ.一 般 ニ此 漿液 膜 縫合 ヲナ シタ

ル場合 ハ,往 々 ニ シテ「カ ニユ ー レ」ノ周圍 ガ腸 ノ内

腔 ニ突 出 シテ,腸 内容 ガ瘻 管 ニ流 入 セザ ル ゴ トアル

ノ不利 ハ既 ニ岩 永 氏等 ノ指 摘 セ ル トコロナ ル モ,余

ノ十 二指腸 瘻 設置 ノ目的 ハ,直 接 ニ膽 汁 ヲ注 入 スル

ニ ア リテ 腸 内容 ヲ得 ル ニア ラザ ルガ故 ニ,「カ ニュ ー

レ」ノ腸 壁 固定 ヲ主 眼 トシテ漿 膜縫 合 ヲ ナセル ナ リ.

次 ニ「カ ニュ ーレ」ノ周 圍 ニハ大網 ヲ纒 絡 セ シメ,腸

壁 切開創 ニ固定 シ更 ニ螺 旋 ヲ有 スル金 屬 鍔 ヲ以 テ固

定 ス.次 デ腹 腔 ヲ閉 ヂ無 菌 的處 置 ヲ施 シテ 細菌感 染

ニ備 フ.

單 純總 輸膽 管瘻 ヲ設 置 ス ル ニハ,總 輸膽 管 ヲ縱切

シ小 硝子 管 ヲ挿入 シ ヨク緊縛 シ,更 ニ下 部 ノ總 輸膽

管 ヲ結紮 シテ完 全 ニ十二指 腸 トノ連 絡 ヲ絶 チ タル後

小硝 子管 ニハ「ゴム」管 ヲ連 結 シ,更 ニ右側腹 壁 ニ小

孔 ヲ穿 チ金 屬「カニ ュ ーレ」ニ連 結 固定 シ,膽 汁 ハ外

表 ニ漏出 スル ニ委 セ タ リ.切 開腹壁 ハ直 ニ縫 合 シ無

菌操 作 ヲナ セル コ ト前 ニ同 ジ.

之 等 ノ動 物ハ 術 後少 ナ ク トモ4日 間 ハ口輪 ヲ嵌 メ
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飲食時ニノミ監視ノ下ニ除去セ リ.而 シテ術後數日

ハ局所ノ疼痛其ノ他違和ノ感アル爲ニ食慾甚ダシク

減退シ,殊 ニ單純總輸膽管瘻設置ノ動物ニ於テ甚ダ

シク,其 ノ術後元氣ヲ恢復スルニ至ルヤ煩渇見ルニ

忍ビザルモ,實 驗開始ノ後ハ水分 ノ投與ハ特ニ可及

的一定 シ,食 餌モ亦可及的一定セリ.余 ハ實驗ニ供

セ ル犬 ノ食餌 ハ術 後 一兩 日 ヨ リ概 ネ次 ノ如 キモ ノ ニ

一 定 スル コ トニ努 メ,術 後 モ亦 動物 ノ食慾 存 スル 限

リ之 ヲ投 與 セ リ.即 チ 白米200.0g,「 イ リボ シ」70.0g,

醤 油30cc,水2000.0ヲ1日 量 トシテ 煮 タル後毎 日正

午1囘 ニ投與 ス.

第1項　 丁字形膽瘻ニヨル實驗

前記 ノ如ク處置セル動物ノ術後第5日 目頃ヨリ實

驗ヲ始ム.先ヅ1日 間ノ膽汁量ヲ見タル後,所要ノ操

作ヲナシ,爾 後一晝夜ノ膽汁量或ハ特定時間内ノ膽

汁量ヲ觀察シタリ.丁 字管膽瘻ヨリ體外ニ流出スル

一晝夜ノ全膽汁ヲ採取スルコトハ頗ル困難ヲ感ズ.

余ハ右側腹壁ニ固定セル「カニユーレ」ニ同大ノ短カ

キ「ゴム」管ヲ結束シ,次 デ特殊ナル硝子製膽汁採取

瓶ヲ連結ス.硝子瓶ハ球形ニシテ約40ccノ 容量ヲ有

シ,動 物 ノ暴騒 ニ ヨ リテ脱 落 ス ル ヲ防 グ タメ紐 ヲ以

テ其 ノ頸 部 ヲ結 ビ,動 物 ノ背 部 ニ其 ノ兩端 ヲ結 ビ ツ

ケ タ リ.慣 レ タル動物 ハ,口 輪 ヲ篏 メ置 カザ ル モ採

取 瓶又 ハ「ゴム」管 ヲ噛 ム コ トナ キ モ,多 ク ノ動 物ハ

之 ヲ噛 ミ或 ハ後 趾 ヲ以 テ〓 キ落 ス コ トアル ガ故 ニ,

動物 ニハ終 始監 親 ヲ怠 ラズ.採 取 瓶 ハ其 ノ膽 汁 量 ニ

ヨ リ普通3時 間 毎 ニ新 ニ交 換 ス ル ヲ常 トセ リ.斯 ク

シテ得 タ ル結果 ハ 第29乃 至 第31表 ノ示 ス ガ如 シ.

第29表　 丁子形膽瘻,膽 嚢結紮,十 二指腸瘻

犬Nr. 21 ♀ 20kg
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前 記第29表 ニ於 ケル如 ク,自 家膽 汁 ヲ十 二指 腸 瘻

ニ 注 入 ス ル ニ,爾 後膽 瘻 ヨ リノ膽汁 量 激 減 ス.但 シ

是 レ動物 ノ衰 弱 ニ因 ル モ ノ ト見 ル ベキ カ.次 デ術後

第10日 試 ミニ 皮 下 ニ比 較 的大 量 ノ自家膽 汁 ヲ注 射

ス ル ニ一 晝 夜 ニ シテ僅 ニ81ccヲ 得 ル ニ過 ギ ズ.仍 テ

第11日 再 ビ皮 下 ニ自 家膽 汁40ccヲ 注 射 シ,毎15分

間 ノ膽 汁 量 ヲ見 ル ニ概 ネ平均 値 ヲ ト レル ヲ以 テ,再

ビ十 二指 腸瘻 ニ膽 汁40ccヲ 注 入 スル ニ,始 メ ノ15

分 ハ半 減 シ,爾 後 注 射前 ニ恢復 ス.次 デ更 ニ胃「ゾ ン

デ」ヲ以 テ 胃 内 ニ40ccヲ 注 入 ス ル ニ,始 メ ノ15分 ハ

再 ビ約 半 減 シ,爾 後 注入 前 ニ恢 復 ス.

而 シテ 短 時間 採 取 ヲ中 止 シ,翌 日 マデ ノ17時 間 ノ

膽 汁 量 ハ90ccヲ 算 シ,第12日 ニ至 リ24時 間膽 汁 量

37ccニ 激 減 ス.

斯 ク ノ如 ク,膽 汁 量ハ逐 日減少 スルハ 恐 ラク動物

ノ衰 弱 ニ因 ル ベ ケ ンモ,第11日 自家膽 汁 十 二指 腸 内

注入 及 ビ胃 内注入 ノ直 後,一 時膽 汁 量 ノ減少 ス ル ハ

看 過 ス ベ カラザ ル事 實 ナ リ.而 シテ 健康人 ノ膽 汁1

日量 ハHammarstenニ ヨ レバ500乃 至1500ccナ ル

ガ,上 記 實 驗動 物ハ 丁 字形膽 瘻 ナ レ ドモ370ccヲ 算

シ タ リ.以 テ犬 ノ1日 膽 汁 量 ノ少 ナカ ラザ ル ヲ知 ル

ベ シ.

第30表　 手術操作 前例同樣

犬Nr. 25 〓 22.0kg

次 ニ第30表 ヲ見 ル ニ,膽 汁 ヲ十 二指 腸 内 ニ注入 ス

ル 時ハ,其 ノ當 日 ヨ リ膽 汁 量減少 ス.而 シテ食 鹽水

ヲ注 入 ス ル時 ハ一 時減 少 セ ル膽 瘻 ヨ リノ膽 汁 ハ増加

シ,一 晝 夜 ノ後 ニハ注 入前 ノ値 ニ歸 復 ス.是 レ興 味

ア ル事 實 ニ シテ,若 シ膽 汁 注入後 膽瘻 ノ膽 汁量 ノ減

少 ガ,膽 汁 注入 ニ歸 因 スル コ トナ ク動物 ノ衰 弱 ニ因

ル モ ノ トセ バ,食 鹽 水 ノ注 入 ニ ヨ リテ増 量 スル コ ト

ノ説 明ハ 難 カ ル ベ シ.丁 字 管膽 汁瘻 ヨ リノ膽 汁 ノ減

量 或ハ 増 量 ハ,敢 テ 直 ニ肝 臟 ノ膽 汁 分 泌 ノ減弱 或 ハ

増 加 ニ因 ル トノ想 像 ハ早計 ナ ラ ンモ,少 ナ ク トモ總

輸膽 管 ニ排 出サ ルル量 ノ減 少 セ ルハ想 像 スル ニ難 カ

ラズ.之 ニ就テ ハ 更 ニ後述 スル トコ ロアル ベ シ.

第31表　 手術操作前例同樣

犬Nr. 32 〓 23.6kg

第31表 ヲ見 ル ニ,動 物1日 量膽 汁 ハ漸 次減 少 スル

モ,十 二 指腸 瘻 ニ食 鹽水 ヲ注入 ス ル時 ハ注 入 直 前 ノ

特 定 時間 中 ノ分 泌量 ヨ リモ 常 ニ一時 的 ニモ シロ増加

スル ヲ見 ル.然 レ ドモ動 物 ノ衰 弱 ト共 ニ此 反應 ハ漸

次 弱 クナ ル ヲ見 ル.食 鹽 水 ハ膽 汁分 泌 ニハ 作用 セズ

トノWeinberg(1911)ノ 發表 アルモ,上 記 成 績 ニヨ
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レバ明カニ誤テリ.又 膽汁 ノ分泌ハ夜間ニ少ナシト

ハ定説ナルガ,余 モ亦上記 ノ成績ニヨリ知ルヲ得タ

リ.

第2項　 單純總輸膽管膽瘻ニヨル實驗

總輸膽管膽瘻設置後5乃 至7日 ニシテ實驗ヲ始

ム.即 チ先ヅ特定時間中ノ膽汁量ヲ觀察 シタル後,

自家膽汁ヲ比較的多量一時ニ「ゾンデ」ヲ以テ胃内ニ

投與シ,或 ハ食鹽水ヲ投與シタル後ノ膽汁量ノ消長

ヲ見タリ.

第32表

(A)總 輸 膽 管瘻,膽 嚢管結紮

犬Nr. 1 〓 8.0kg

(B)總 輸 膽管瘻,膽 嚢管結紮

犬Nr. 2 ♀ 9.0kg

第32表 ニ觀 ルニ,第1例 ハ 「ゾ ンデ」ヲ以 テ胃 内

ニ膽 汁 ヲ注入 ス ル ヤ, 30分 後 ノ量 ハ殆 ド半 減 シ,其

ノ次 ノ30分 モ同 樣 ノ低 値 ヲ ト リ, 1時 間50分 頃 急

ニ膽 汁 ノ排 出停 止 シ,爾 後 約2時 間30分 膽 汁 ノ排

出 ナ シ.次 デ 注入 後 第5時 間10分 頃 ヨ リ再 ビ排 出

シ始 メ, 7時 間 目頃 舊値 ニ復 セ リ.此 成績 ヨ リ見 レバ

明 カ ニ肝膽 汁總 量 ノ一時 的 減少 ヲ意 味 ス ルガ如 ク思

ハ ル.然 レ ドモ腹 腔 内 ニ於 ケル「ゴ ム」管 ノ屈 曲又 ハ

他臟 器 ヨ リノ壓 迫 ナ カ リシ トハ 明言 シ難 ク,更 ニ又

コレヲ以テ直ニ膽汁投與ニ依ル肝膽汁ノ分泌減少ナ

リトモ速斷シ難キモ,第2例 ノ食鹽水投與例 ト比較

シ見ル時ハ,此 處ニ何等カノ看過スベカラザル理由

アラズヤト思惟スルモノナ リ.

蓋シ膽道殊ニ膽嚢剔出又ハ膽嚢管結紮後 ノ膽道内

壓 ト,肝 臟 ニ於ケル膽汁分泌トハ不可分ノモノナル

ベシ.即 チ肝臟 ノ分泌亢進ガ膽道ニ與フル壓力ノ否

ムベカラザルト共ニ,膽 道ノ收縮ニ因リテ蒙ル肝臟

ノ影響亦無視スルヲ得ザルベケレバナ リ.膽 嚢剔出
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後2週 日以上ヲ經過セル犬ノ輸膽管ガ擴張シ,有 膽

嚢時ト異ナラザル状ニ變ズ トノ諸家 ノ實驗,或 ハ

Heidenhainノ 云 ヘル肝臟内肝管ノ收縮ニ因 リ,肝 細

胞分泌ニ抵抗シ分泌ヲ抑制ストノ説等ヲ綜合セバ,

膽 道内壓 ト肝臟膽汁分泌トハ互ニ相調節スト考フル

ヲ得ベシ.

飜 ツテ余ノ實驗ニ於テ,十 二指腸 ニ膽汁ヲ比較的

多量投ズル時,膽 道ノ收縮ヲ惹起シ,次 デ肝臟ニ於

ケル分泌抑制サレ,爲 ニ膽瘻 ヨリノ膽汁量減少ス ト

想像スルハ妥當ナラザルカ.之 ニ關スル余ノ實驗成

績ノ總括的檢討ハ更ニ章ヲ改メテ述ベン.

第6章　 膽汁ノ血管收縮ニ及ボス影響

膽汁ガ生體ニ鬱滯スル時,循 環系統ニ及ボス影響

トシテ,脉 搏ノ緩徐,血 壓降下,粘 膜面等ノ出血等

ノ擧ゲラレ居ルハ周知ノ事實ナ リ.膽 汁ノ血管系統

ニ及ボス主因ハ膽汁酸ニ因ルモノ多シトセラル.文

獻ヲ渉獵スルニ,膽 汁及ビ膽汁酸ハ心臟ニ對シテハ

心 筋 ヲ直 接侵 襲 シ脉 搏 ヲ緩 徐 ニス ト主張 スル モ ノ ト

(Traube Runke etc).之 ニ反 シテ 中樞 神經 乃 至心

臟 ニ於 ケル神 經 裝置 ヲ侵 シ心臟 機 能 ヲ減 弱 セ シム ト

イ フモ ノ トア リ(Rohrig, Landois etc). Wielandハ

膽 汁 酸 ハ 心臟 ニ對 シ「ヂ ギ タ リス」ト同 樣 ニ作用 ス ト

報 告 シ,高 橋 ハ「ヒ ヨ ー ル」酸 及 ビ膽 汁 ハ少 量 ナル 時

ハ 心 臟機 能 ヲ促 進 ス ト言 ヘ リ.

細 川(1927)ハ 大循 環 ニ達 セ ル膽 汁 酸 ハ,「 ヂギ タ

リス」 ノ如 ク心 管爲 力 ニ化學 的 ニ調 節 ス ル モノ ノ如

シト報 告 シ,村 上(1928)ハ 膽汁 酸 ハ血 中 ニア リテ

「ア ドレ ナ リン」ト拮抗 シテ 血 壓 ヲ調 節 スル作 用 ヲ營

ム モ ノナ ラ ン ト報 告 シタ リ.

膽 汁成 分 ガ迷 走 神經 中樞 ヲ亢奮 セ シム トノ報 告 ハ

既 ニBiedl u. Kraus(1898)ニ 依 リテ ナサ レタル ト

コロナ ル ガ,循 環系 統 ノ神 經系 ニ對 スル其 ノ作 用 ニ

關 シテハ 尚 ホ論 議 ス ベキ點 少 ナ シ トセ ザル状 態 ニ ア

リ.余 ハ 前記 諸種 ノ實驗 ニ於 テ,屡 々膽 汁 ト交 感副

交 感神 經 ノ膽 道分 布 トノ關 係 ニ就テ 云爲 シタル ガ,

更 ニ爰 ニ膽 汁 ガ血 行 中 ニ入 リテ血 管運 動神 經 延 ヒテ

血流 ニ及 ボス 影響 ノ一 斑 ニ就 テ小 實驗 ヲ試 ミタ リ.

第1節　 實驗材料竝ニ方法

大 ナ ル家 兎 ノ耳 殻 ヲ切 除 シ,主 動 脉 竝 ニ主 靜脉 ヲ

各1箇 分 離 シ,他 ハ悉 ク結紮 シ タル後之 ヲ 「リンゲ

ル」 氏液 ニテ 灌 流 ス.即 チ動 脉 ニハ小 硝 子 「カ ニュ

ー レ」ヲ挿 入 シ,「 ゴム」管 ヲ以テ 灌流 液 ヲ容 レタル

「イ ル リガ ー トル」ニ連 結 ス.靜 脉 ヨ リ流出 ス ル滴 數

ガ 毎 分 略 ボ一 定數 ヲ示 ス ニ至 レル 時,動 脉 ニ近接 セ

ル「ゴ ム」管 ニ犬膽 汁 又 ハ家 兎膽 汁或 ハ 他 ノ藥 物 ヲ注

射 シ,因 テ惹 起 スル 灌流 液 滴數 ノ消 長 ヲ觀 察 シ,同

時 ニ「キモ グラ フイ オ ン」ヲ應 用 シテ共 ノ滴 數 ノ消 長

ヲ煤 紙 上ニ描 記 セ シメ タ リ.而 シテ 溶液 注射 ノ速 度

ハ, 0.2cc注 射 毎 ニ1分 ヲ要 スル 如 クニセ リ.

第2節　 實 驗 成 績

上 記 ノ如キ 實驗 方 法 ニテ 得 タル結 果 ハ 第33表 ノ

如 シ.而 シテ 各實 驗 ニハ 「キ モ グ ラ フイ オ ン」ニヨル

滴 數 ノ消 長 ヲモ部 分的 ニ附記 セル コ ト 第33表 附 圖

ノ示 ス トコ ロナ リ.仍 テ實驗8例 ヲ通覧 スル ニ,家

兎耳殻血管ハ家兎膽汁或ハ犬膽汁ノ何レニ依 リテ モ

一時血管收縮的ニ影響サル.殊 ニ家兎膽汁ニ然 リト

ス.但 シ第3例 竝ニ第6例 ハ一時血管收縮的ニ影

響サルルモ,後 ニハ却ツテ血管擴張的ニ影響サル.
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第33表　 膽汁ノ血管(家 兎耳殼)收 縮ニ及ボス影響

(備 考) 「ビ ロカ ルビ ン」ノ濃 度0.1%,「 ア セチ ー ル ヒヨ リ ン」ノ濃 度0.1%
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第33表　 附 圖(A)(時 標1分)

第33表　 附 圖(B)(時 標1分)

而 シテ第7例 竝 ニ第8例 ハ何 レ モ犬膽 汁 ヲ前 例 ヨ

リモ稍 々大 量 ニ注 射 シ タル モ ノナ ルガ, 0.5ccノ 場合

ハ注 射 直後 ヨ リ直 ニ滴數増 加 シ, 9分 ノ後 ニ ハ2倍

ノ高 値 ヲ ト リ,爾 後10數 分 ノ觀察 ニテハ 毫 モ變 化 ス

ル コ トナ カ リキ.更 ニ第8例 ハ犬 膽 汁3ccヲ 注 射 セ

ル ニ,約15分 間 ハ 著變 ナ ク,其 ノ後漸 次 滴數 増如

シ,其 ノ後10分 ニ シテ始 メ ノ約3倍 値 ヲ ト リ爾後

20分 間消 長 ナ シ.

之等ノ成績ヲ綜合スルニ,犬 及ビ家兎ノ膽汁ハ末

梢血管ニ對シテハ,少 量ノ場合ハ一時血管收縮性ニ

作用シ,比 較的大量ノ時ハ寧 ロ始メヨリ血管擴張性

ニ作用スルモノノ如 シ.然 ルニ從來ノ文獻ヲ見ルニ

多クノ實驗者ノ成績ニ於テハ,膽 汁及ビ膽汁酸ハ心

臟 ニ對シ少量ナル場合ハ心臟 ノ機能ヲ亢進セシメ,

大量ナル場合ハ心臟ノ收縮的靜止ヲ惹起セシムルガ

如 シ.又 アル者ノ實驗ニヨリテハ,膽 汁酸ハ血中ニ
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ア リテハ「ア ドレナリン」ト拮抗シテ血壓ヲ調節スル

作用アリトイフ.即 チ余ノ實驗ニ於テ得タル成績ハ,

アル點ニ於テハ諸家成績 ト相似タルモ,ア ル點ニ於

テハ却ツテ相反スル所アリ.

蓋 シ家兎膽汁 ト犬膽汁 トハ其ノ成分ニ於テ相違ナ

ル點アリ.而 モ嚴密ニ言ハバ,實 驗當時ノ家兎耳殼

ガ總テ常ニ一定ノ状態ニアリシヤモ顧慮セザルベカ

ラザルガ故ニ,余 ハ余ノ得タル成績ヲ以テ斷定スル

ニハ非ザルモ,少 ナクトモ膽汁ハ末梢血管壁神經ニ

對シテハ,ア ル場合交感神經亢奮性作用ヲ有スルモ

ノ ト信 ゼ ン トスル モ ノナ リ.果 シテ 然 ラバ,膽 汁 ヲ

十 二指 腸 内 ニ投 與 セ ル時,「 フ アー タ ー」氏 乳 頭 ガ閉

鎖 ス ル ヲ見 タル實 驗 ト, Westphalノ 云 ヘル コ トトハ

一致 ス ル ヲ見 ル モ ノナ リ(第9項 文獻 終 頃參 照).

然 レ ドモ,余 ハ本 實驗 ニ 於テ ハ一 定 ノ成 績 ヲ得 ザ

リシヲ以 テ,十 二指 腸 ニ膽 汁 ヲ投與 スル時,其 ノ部

ノ交 感 副交 感 神經 殊 ニ膽 道 ノ神 經纎 維 ガ如 何 ナ ル態

度 ヲ トル ベ キヤ ニ就 テハ 言及 スル ヲ得 ザ ルヤ勿 論 ナ

ルモ,少 ナ クモ トアル種 ノ影 響 ヲ蒙 ル ベキハ想 像 ス

ル ニ難 カラザ ル ナ リ.

第7章　 實 驗例 ノ總括

以上ノ實驗的結果 ヲ總括ス レバ次 ノ如 シ.

1)少 量 ノ「モルフインスコポラ ミン」皮下注射 麻醉 ノ下 ニハ,犬 ノ肝膽汁排泄量ハ數時 間ノ

觀察 ニテハ大 ナル消長 ヲ示 サズ.

2)少 量 ノ「モル フインスコポ ラミン」皮下注射麻醉 ノ 下ニ,犬 ニ於 テ自家膽 汁ヲ十二指腸内

ニ比較的多量急 ニ注入 スル時 ハ,總 輸膽管膽汁瘻 ヨリノ膽 汁排出量ハ一時減少 スルモノア リ.

而 シテ此場合動物 ノ胃及 ビ十二指腸ハ空虚 ナルヲ要 ス.

3)上 記 ノ場合十二指腸靜脉結紮竝 ニ十二指腸神經 切斷 ヲ行 ヒタルニ,膽 汁量ノ消長 ニ關シ

テハ一定 ノ成績 ヲ得ザルモ,神 經切斷 ハ少 ナク トモ膽汁排出 ノ消長ニ關 シテアル意義 ヲ有 スル

モノノ如 シ.

4)空 腸 内ニ膽 汁ヲ注入スル時 ハ肝膽汁量 ハ一時増加 ス.

5)余 ノ實驗法 ニヨリ膽 汁ヲ十二指腸内ニ注 入 シタル時 ノ肝膽汁量ノ消長ハ,膵 管 ノ結紮 ト

否 トノ何 レヨリモ何等 ノ影響 チ蒙 ラズ.

6)食 鹽 水及 ビ硫酸「マグネ シウム」ヲ十二指腸内 ニ投 ズル時 ハ肝膽汁ヲ常ニ増量ス.

7)「 ビロカル ピン」ヲ十二指腸 ニ注入 スル時 ハ肝膽汁量ハ増加 シ,「 ア ドレナ リン」及 ビ「コ

カ イン」ヲ注入スル時 ハ減少 ス.

8)「 オ ツデ イ」氏括約筋 ハ,平 常一定度 ノ緊張度 ヲ持 シテ輸膽管ノ下部 ヲ閉塞 シ,不 要 ナル

膽汁ノ十二指腸内流出 ヲ防グ.余 ノ觀察時間30分 中ニハ所謂Leertatigkeitナ ル現象 ヲ認 メズ.

9)十 二指腸乳頭附近及 ビ幽門部 ノ機械的刺戟 ノ場合竝 ニ「ペプ トン」水,「 硫苦」ヲ十二指腸

内ニ注 入スル場合 ハ,乳 頭 ハ常 ニ開大 ス.而 シテ余 ノ實驗 ニ於テハ, 3%「 ペ プ トン」水 ヨリモ

20%硫 苦 ノ方 ガ其 ノ刺戟強大ナ リキ.

10)膽 汁 ヲ十 二指腸乳頭部附近 ニ滴下 スル時ハ,數 秒間乳頭 ノ開大 ヲ見ルモ,膽 汁大量 ナル

時ハ却 ツテ漸次閉塞 ニ傾 ク.
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11)飢 餓時ニハ膽汁ノ分泌漸次減少ス.此 際胃ハ十二指腸ニ動物體重1kgニ ツキ約2ccノ

割合ニ食鹽水 ヲ投與スル時ハ,膽 汁量ハ一時増加ス.而 シテ斯 クノ如ク食鹽水投與ニヨリ膽汁

量一時増加セル動物ノ十二指腸内ニ,多 量ノ自家膿汁ヲ注入スルニ,丁 字管膽汁瘻ヨリノ膽汁

量 ガ急ニ減少 シタルモノアリ.

12)家 兎及 ビ犬ノ膽汁ハ,家 兎耳殼血管ニ對 シテハ少量ノ時ハ一時收縮的 ニ作用ス,此 際家

兎膽汁ノ方ガ此作用稍々強力ナルモノノ如シ.而 シテ兩動物ノ膽汁ガ大量ノ時ハ家兎耳殻血管

ニ對 シ始メヨリ擴張的ニ作用ス.

第8章　 考 按

余ハ膽石症手術後ノ膽瘻患者ニ自家膽汁ヲ經口的ニ投與 シタルニ,膽 瘻ヨリノ膽汁漏出ガ急

ニ減少 シ,瘻 孔 ノ閉鎖機轉ヲ促進セシメタルヲ以テ,其 ノ原因ニ就テ考察シ,文 獻ヲ按ジタル

ニ,膽 汁ハ經口的又ハ非經口的ニ生體ニ移入サルル時ハ,常 ニ肝膽汁分泌ヲ亢進セシメ,此 作

用ハ主 トシテ膽汁成分ノ膽汁酸ノ直接的肝臟刺戟 ニ基ヅクモノナリトノ記載ヲ見タリ.

然 レドモ,膽 汁ヲ十二指腸内ニ投與 シタル時ノ,膽 道 ヨリノ反射的膽汁排出ニ關スル諸家ノ

實驗成績ガ必ズシモ一定 セザル ト,余 ガ觀察セル臨牀例 ヨリ得タル結果 トヲ照合 シタル結果,

余ハ十二指腸ニ膽汁ヲ投與 シタル時ノ,肝 膽汁排出量ノ消長ニ就テ2方 面ノ考察ヲナシタルコ

トハ既ニ第3章 ニ於テ詳述セル トコロナ リ.即 チ余ハ,余 ノ例症 ノ如キ状態ニ於テハ膽汁ノ十

二指腸内多量ノ移行ハ,却 ツテ一時肝臟ノ膽汁分泌或ハ排出ヲ抑制スル原因 トナラザルカヲ想

像 シ,之 ニ就テ檢討 シ,一 時的總輸膽管膽瘻竝ニ恒久的總輸膽管膽瘻ヲ犬ニ設ケ,之 ニ種々ノ

方法 ニヨリ膽汁其ノ他ノ溶液ヲ,十 二指腸或ハ他ノ消化管ニ注入シ,因 テ招來サルル肝膽汁量

ノ變動ヲ觀察 シタルニ,概 ネ既述 ノ如 キ成績ヲ得 タリ.素 ヨリ余ノ實驗法ニハ尚ホ不備ノ點ハ

免 レザランモ,膽 汁ヲ十二指腸内ニ比較的多量一時ニ投與スル時ハ,肝 膽汁量ハ一時減少スル

ガ如キ成績ノ一致ヲ見タリ.

惟 フニ膽道ノ神經支配ハ甚ダ複雜ニシテ,肝 臟ニ對 スル植物神經ノ分布モ今尚ホ定説ヲ缺ク

ノ状態ニアル ト共ニ,膽 嚢 ト輸膽管殊 ニ其ノ十二指腸開口部 トノ機能ニ關スル神經支配ニ就テ

モ,單 ナル二重神經支配ノミヲ以テ簡單ニ説明 シ難キ點ナキニアラズ.膽 道ノ神經支配ニ不可

離 ノ關係アル膽道ノ膽汁排出機轉ニ關 シテハ,膽 嚢ノ積極的收縮ヲ重要視スルモノト然ラザル

モノ トアルモ,少 ナク トモ生理的ニ近キ状態ニ於テ十二指腸粘膜ヲ刺戟スル時ハ,反 射的ニ膽

道 ノ收縮 ト同時ニ乳頭部ノ開大ヲ招來スルハ事實ナ リ.然 ルニ岩永氏,北 小路氏等ノ研究ニモ

見ルガ如ク,特 殊ナル場合即 チ藥液ノ注射若クハ神經 ノ電氣的刺戟 ヲナス時ハ,乳 頭部 ト膽嚢

トハ略ボ同一態度 ヲトリテ,十 二指腸粘膜ノ生理的ニ近キ刺戟 トハ相反スル結果ヲ招來スルモ

ノノ如 シ.

又Westphalニ ヨレバ,乳 頭部上部ノ輸膽管ハ輕度ナル迷走神經ノ刺戟ノ場合ハ弛緩 シ,強
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度 ナル時 ハ閉塞 シ,更 ニ乳頭部ノ輸状筋 ハ,輕 度 ナル迷走神經 ノ刺戟ノ場合 ニ開大 シ,交 感神

經刺戟ノ場合ハ閉鎭 ス トイフ.

斯 クノ如 ク,藥 物 注射又ハ電氣刺戟 ヲナ シタル場合 ト,十 二指腸粘膜 ヲ生理的ニ近 ク刺戟 シ

タル場合 トニヨリ,隨 ツテ起ル膽道ノ膽汁排出機轉 ハ大 イニ趣 ヲ異 ニス.余 ノ實驗 ニ際 シテ,

余 ガ肝膽汁量 ノ消長 ヲ檢スルニ,動 物 ノ神經 ノ電氣的刺戟 ハ之 ヲ避 ケ,藥 物注射 ニヨル時モ十

二指腸投與 ノミニ限定 シタル所以ハ,上 記 ノ諸點 ヲ考慮ニ入 レタルガ故ナ リ.

飜 ツテ余 ノ臨牀觀察例竝 ニ實驗例 ヨリ得 タル結果 ヲ考 フル ニ,患 者竝ニ實驗動物 ガ,交 感神

經亢奮状態又ハ迷走神經亢奮状態 ノ何 レナリシヤハ不明 ニ屬 スルモ,血 管神經 ニ對 スル膽汁 ノ

作用 ヲ考慮 ニ入ルル時ハ,十 二指腸 内ニ多量ノ膽 汁テ投與 シタル場合,局 所ノ神經末端 ニ對 シ

全然何等ノ影響 ヲ與 ヘザ リシ トハ考 ヘラ レザルナ リ.隨 ツテ膽道 ノ神經モ,直 接或 ハ間接 ニア

ル種 ノ影響 ヲ蒙ル コ トモ否定 シ得ザルモノ ト信 ズルナ リ.

Heidenhainハ 脊 髓 ノ刺戟ニ ヨリ,膽 道 ガ收縮 スルヲ見 テ,膽 道 ニ對 スル交感神經運動促進

説ヲ唱へ,刺 戟後濃膽 汁ノ排 出サルルハ膽 嚢ノ收縮 ニ因ルモノ トナ シ,次 デ膽 汁排出ガ減少 ス

アヲ見テ,之 ヲ肝管ノ收縮 ニヨル抵抗 ノタメ,肝 細胞 ノ膽 汁分泌 ガ一時抑 制サ レタルニ因ルモ

ノ ト解 セル ガ,余 ノ臨牀例及 ビ動物實驗例 ニ於テ,膽 汁ノ十二指腸移入 ノ際膽 道ノ神經 ガ如何

ナル態度 ヲ トリシヤ,即 チ交感神經亢奮 ナ リヤ,或 ハ迷走神經亢奮 ナリヤハ今俄 ニ斷 ズル ヲ得

ザル モ,少 ナク トモ投與サ レタル膽汁 ノ作用 ニヨリ膽 道ノ神經 ヲ刺戟 シ,一 時的膽道收縮 ヲ招

來 シ,因 テ以 テ肝膽汁 ノ排出ガ一時抑制サルルニアラザルカ,或 ハ又他 ニ神經 的機轉 ア リテ,

肝 膽汁分泌 ガ一時抑制サルルニアラザルカヲ想像 セン トスルモノナ リ.

第9章　 結 論

臨牀 上自然的或 ハ人爲的 ニ招來 シタル生體 ニ不利ナル膽瘻 ノ治療 ニ就 キ,從 來行ハ レタル療

法 ニ余 ノ經口的膽 汁投與法 ヲ併用 スル場合 ニハ,著 效 ヲ收 メ得ルモノナ リ.即 チ膽瘻患者 ノ膽

瘻 ヨリノ漏出膽汁 ヲ經 口的 ニ投與スルナリ.該 法ハ,膽 瘻閉鎖機轉 ニ有效 ナルノミナラズ,消

化 不良竝 ニ貧血 ヲ恢復 シ,患 者 ノ一般状態頓 ニ良好 ヲ加 フル ノ利 ア リ.又 該療法 ノ作用機轉 ヲ

先人 ノ業績 竝ニ余 ノ實驗成績 ヨ リ按 ズル ニ,經 口的 ニ投與 セラ レタル多量 ノ膽汁 ガ十二指腸粘

膜 ヲ刺戟 シ,以 テ膽瘻 ヨリノ膽汁漏出 ヲ一時的 ニ抑制 スル モノ ト考 ヘラル.而 シテ余 ノ實驗結

果 ハ,此 際肝 臟 ノ膽 汁分泌竝 ニ排出状 態 ガ一時抑制 サ レタル ガ如キ形勢ニアル モ,尚 ホ確實 ヲ

期 スル ニハ後 人ノ研究 ニ俟 タ ン.

擱筆スルニ臨 ミ,本 研究ヲ命ゼラレ終始御懇篤ナル御指導ト御校閲ノ勞ヲ賜ハリシ,恩 師泉教授ニ謹

ミテ滿腔ノ謝意ヲ捧グ.併 セテ屡々有益ナル御教示ヲ辱フセシ醫化學教室清水教授竝ニ藥物學教室奥島

教授,解 剖學教室關助教授竝ニ醫化學教室上代助教授ニ深厚ナル謝意ヲ表ス.尚 ホ本研究中絶エズ余ノ

座右ニアリテ多大ナル御援助ヲ賜ハ リシ榊原助敬授ニ深謝ス.
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